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「
ス
ピ
ー
ド
感
・
責
任
感
・
緊
張
感
」を
も
っ
て
積
極

的
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

大
泉
町
長
　

村
山
俊
明
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私
が
、
昨
年
５
月
５
日
に
第

７
代
大
泉
町
長
に
就
任
し
て
初

め
て
の
予
算
編
成
で
ご
ざ
い
ま

す
。
　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
下
、

健
全
な
行
政
運
営
の
基
礎
と
な

る
財
源
の
確
保
を
第
一
の
優
先

課
題
と
捉
え
、
就
任
以
来
、
企

業
が
元
気
な
活
気
 溢
 れ
る
大
泉

あ
ふ

町
を
取
り
戻
す
た
め
、
企
業
の

活
性
化
対
策
や
優
良
企
業
の
誘

致
な
ど
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

奔
走
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
新
年
度
は
、
よ
り
機
動
的
な

組
織
を
目
指
し
、活
気
あ
る「
企

業
の
町
の
再
生
」
と
「
災
害
等

へ
の
危
機
管
理
」
を
主
眼
と
し

た
組
織
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
職
員
相
互
で
、
知
恵

を
出
し
合
い
、
情
報
の
共
有
を

図
り
、
費
用
対
効
果
を
考
慮
し

つ
つ
、「
ス
ピ
ー
ド
感
・
責
任
感
・

緊
張
感
」
を
も
っ
て
積
極
的
な

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。（
３
月
定
例
議
会
町

長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
）

　本年度は、一般会計・特別会計を合わせ、総額２０９億１，４６０万円

の当初予算を編成しました。

　予算の概要と、それぞれの事業についてお知らせします。

１
再生する

２
守る

３
支える

４
つながる

５
目に見える

６
育む

活気と 賑 わいの
にぎ

あるまちづくり

安全・安心に暮

らせるまちづくり

健康で生きがい

のあるまちづくり

住民と行政との

協働のまちづくり

快適な環境の

まちづくり

地域を担う

ひとづくり
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
が
１

２
４
億
１
８
０
０
万
円
で
す
。

　
こ
れ
は
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
、
９
・
３
％
の
増
で
、
金

額
に
す
る
と
　
億
６
０
０
０
万

１０

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
、

６
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
　
億
９
６
６
０
万
円
で
す
。

８４
　
全
て
の
会
計
予
算
総
額
は
、

２
０
９
億
１
４
６
０
万
円
と
な

り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

５
・
８
％
の
増
で
、
金
額
に
す

る
と
　
億
５
３
９
３
万
円
の
増

１１

額
で
す
。

　
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
財
政
の
健
全

化
を
図
り
な
が
ら
も
、
的
確
な

状
況
判
断
を
し
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
一
般
会
計
当
初
予
算
の
あ
ら

ま
し

【
歳
入
】

□
町
税
　
歳
入
の
根
幹
を
な
す

町
税
は
、
前
年
度
対
比
１
・

０
％
の
増

□
国
庫
支
出
金
　
前
年
度
対
比

　
・
０
％
の
増

４４
□
町
債
　
前
年
度
対
比
　
・
６

７９

％
の
増

□
繰
入
金
　
前
年
度
対
比
　
・
２１

４
％
の
減

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
民
生
費
の
　３７

億
２
８
７
０
万
３
０
０
０
円
が

最
も
大
き
く
、次
い
で
教
育
費
、

総
務
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
と

続
き
、
健
全
財
政
を
維
持
す
る

た
め
に
、
事
務
事
業
の
選
択
と

集
中
を
徹
底
し
行
政
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な

行
財
政
運
営
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
に
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
諸
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

■平成２６年度当初予算総括表

増減率比　較平成２５年度平成２６年度

９.３%１,０６０,０００１１,３５８,０００１２,４１８,０００一般会計

１.１%９３,９３０８,４０２,６７０８,４９６,６００特別会計

４.０%１５３,９００３,８１４,５００３,９６８,４００国 民 健 康 保 険 事 業

会
　
　
計
　
　
別

１１.３%２９,２００２５８,８００２８８,０００後期高齢者医療事業

０.６%１２,３００２,１６１,２００２,１７３,５００介 護 保 険 事 業

２７６.２%１９,５３０７,０７０２６,６００公 園 墓 地 事 業

０.８%７,０００９２６,３００９３３,３００下 水 道 事 業

５.２%３３,４００６４３,０００６７６,４００収 益 的水
道
事
業 △ ２７.３％△　１６１,４００５９１,８００４３０,４００資 本 的

５.８%１,１５３,９３０１９,７６０,６７０２０,９１４,６００総　　計

単位：千円
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大大大大大大大大大大泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉町町町町町町町町町町のののののののののの家家家家家家家家家家計計計計計計計計計計大泉町の家計簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿 ～町が年収４１３万８千円の家庭だったら～

　平成２６年度一般会計の当初予算の内容を家

庭の年間の家計簿に置き換えました。（規模を

３０００分の１として計算）

【歳出用語】

□議会費　議会運営に係る経費

□総務費　職員の人事管理や企画、広報広聴、選

挙などに係る経費

□民生費　福祉や医療費の助成、子育て、生活保

護などに係る経費

□衛生費　病気予防のための各種検診や環境対

策、ごみ処理などに係る経費

□農林水産業費　農業、水産業の振興などの経

費

□商工費　商工業や観光の振興などに係る経費

□土木費　都市計画や公園、道路、交通対策など

に係る経費

□消防費　火災予防や消火・救急救助活動に係

る経費

□公債費　債務（町債）の返済に係る経費

【歳入用語】

□町税　町に納められる税金

□地方交付税　国の税金の一部が市町村へ分配される

もので、全国どこでも必要最小限の行政サービスを

受けられるために交付されるもの

□分担金および負担金　町が行う事業により利益を受

ける人から、その受益を限度として徴収するもの（保

育園の保育料など）

□使用料および手数料　町の施設の使用料や住民票の

写しの交付手数料など

□国庫・県支出金　特定の事業を行う際に、その経費の

財源として国・県から支出されるもの（学校をつくる

ときの負担金や補助金など）

□繰入金　基金（町の貯金）や他の特別会計から繰り入

れて行政経費に充てるもの

□町債　主に建設事業の資金として国や銀行などから

借り入れるもの
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１
再生する

２
守る

　
企
業
の
町
と
し
て
再
生

し
、
活
気
あ
る
町
を
取
り
戻

す
こ
と
が
大
き
な
使
命
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
企
業
誘
致
係
」
の
新
設
に
よ

り
、
企
業
誘
致
や
既
存
の
工

業
用
地
の
有
効
活
用
な
ど
の

支
援
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
産
業
振
興
と

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
各
種
企
業
支
援
制
度
の

内
容
を
拡
充
し
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
を
は
じ
め
と
す
る

町
内
経
済
の
活
性
化
、
お
よ

び
町
民
の
住
環
境
の
質
の
向

上
を
目
的
と
し
た
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
、
走

る
広
告
塔
と
し
て
の
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
の
導
入
に
よ
り
地

域
振
興
を
図
り
ま
す
。
観
光

振
興
で
は
、
町
観
光
協
会
や

国
・
県
な
ど
と
も
連
携
し
、本

町
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
文
化
・
食
を
観
光

資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。さ
ら
に
、
町
の
観
光
と

町
内
企
業
の
紹
介
を
マ
ッ
チ

さ
せ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
の
作
成
や
、
本
町
を
舞
台

に
撮
影
さ
れ
る
映
画
な
ど
を

利
用
し
、
全
国
に
情
報
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
交
通
要

所
へ
の
観
光
案
内
板
の
設
置

に
よ
る
誘
客
を
図
り
ま
す
。

　
被
災
地
で
感
じ
た
こ
と

は
、
危
機
管
理
が
非
常
に
重

要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
日
頃
の
災
害
へ
の
備

え
や
、
災
害
発
生
時
に
迅
速

な
対
応
を
図
る
た
め
、
安
全

安
心
課
に
新
た
に
「
危
機
管

理
係
」
を
設
置
し
、
万
全
を

目
指
し
ま
す
。
大
泉
消
防
署

に
は
、
災
害
時
の
拠
点
施
設

の
機
能
強
化
を
図
る
と
同
時

に
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
蓄

電
池
付
き
太
陽
光
発
電
設
備

を
新
た
に
設
置
し
、
大
泉
消

防
署
城
之
内
出
張
所
は
、
老

朽
化
を
考
慮
し
て
建
替
え
の

た
め
の
実
施
設
計
を
行
う
と

と
も
に
、
高
規
格
救
急
自
動

車
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
伝
達
手
段
と

し
て
設
置
を
進
め
て
い
る
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の
実

施
設
計
、
避
難
所
な
ど
の
災

害
用
備
蓄
品
の
整
備
、
自
主

防
災
組
織
へ
の
支
援
、
災
害

時
の
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
全

戸
配
布
に
よ
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

で
す
が
、
関
係
機
関
お
よ
び

地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
犯
罪
抑
止
、
交
通
事
故

防
止
に
努
め
ま
す
。

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元

平成２６年度　主要施策
新規事業や主要事業について

【中小企業経営安定資金貸

付金（借換制度創設）】

貸付事業のうち、中小企業

経営安定資金融資において

新たに借換制度を設け、利

用者の利便性向上および資

金調達の円滑化に寄与する

ものです。

２億１，５６６万５千円

【大泉消防署城之内出張所

高規格救急車購入費】

耐用年数が経過する救急車

を更新し救急業務の万全を

図ります。

３，６９６万円

活気と 賑 わいの
にぎ

あるまちづくり

安全・安心に暮

らせるまちづくり

新 規 事 業

新 規 事 業
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活
気
あ
る
町
づ
く
り
に
は
、

健
康
が
第
一
で
す
。

　
ま
ず
、「
第
二
次
元
気
タ
ウ

ン
大
泉
健
康
　
計
画
」
に
基

２１

づ
く
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
の

取
組
を
進
め
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
健
康
で
安

心
し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

日
常
生
活
の
移
動
手
段
の
確

保
と
し
て
「
高
齢
者
デ
マ
ン
ド

交
通
運
行
事
業
」
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
事
業
を
実
施
し

ま
す
。ま
た
、
学
童
保
育
の
受

け
入
れ
児
童
を
小
学
校
４
年

生
ま
で
引
き
上
げ
、
学
童
棟
の

増
設
を
す
る
な
ど
、
子
育
て
環

境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
障
害

者
施
策
に
お
い
て
は
、「
第
４

期
障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
、
障
害
を
持
つ
人
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
活
動

へ
も
側
面
的
に
支
援
し
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
も
が
元
気
で
生
き

が
い
の
あ
る
町
を
目
指
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
、
健
康
づ
く
り
や
福

祉
の
増
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
最
近
、
聞
く
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」

で
す
が
、
今
で
は
「
隣
は
何
を

す
る
人
ぞ
」へ
と
都
市
型
人
間

関
係
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
急
激
な
情
報
社
会
の

変
化
と
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に

よ
り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
し
、
地
域
で
解
決

し
て
き
た
問
題
が
住
民
要
望

と
な
り
、
結
果
と
し
て
、「
行
政

へ
の
依
存
度
」
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
い
て
は
、
行
動

の
主
体
と
な
る
住
民
と
行
政

が
共
に
汗
を
か
き
、
町
づ
く
り

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
昨
年
整

備
を
し
た
「
住
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
制
度

な
ど
の
事
業
を
実
施
し
な
が

ら
、
住
民
主
体
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。「
継
続
は
力
な

り
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す

が
、
外
国
人
住
民
と
の
秩
序

あ
る
多
文
化
共
生
に
つ
い
て

は
、「
文
化
の
通
訳
事
業
」
な

ど
先
進
地
と
し
て
の
取
り
組

み
を
よ
り
充
実
し
、
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。ま
た
、
人
権
に

つ
い
て
は
、「
人
権
教
育
・
啓
発

に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策

定
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
社

会
的
に
弱
い
立
場
の
人
に
も

優
し
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
ま
す
。

３
支える

４
つながる

【高齢者デマンド交通運行事業】

　６５歳以上の高齢者の日常生活

に必要不可欠な移動手段を確保す

るため、町内循環バスの廃止、福

祉タクシー使用料補助事業の対象

者の見直しなどを含め検討し、高

齢者を対象とした、デマンド交通

運行事業（予約制乗合交通システ

ム）の実証運行を開始します。

１，１５８万８千円

【協働推進事業】

協働のまちづくり提案制

度や元気な地域支援事業

など、住民と行政との協

働によるまちづくりを普

及促進し、魅力ある地域

社会の実現を図ります。

５６２万２千円

【
新
規
事
業
】

・
大
泉
消
防
署
城
之
内
出
張

所
設
計
委
託
費

・
大
泉
消
防
署
蓄
電
設
備
付

き
太
陽
光
発
電
設
備
設
計

委
託
費
、
設
置
工
事
費

・
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

実
施
設
計
委
託
費

・
災
害
時
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
ラ

イ
ト
購
入
費

・
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

・
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

策
定
事
業

・
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
作
成

・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

太
陽
光
発
電
蓄
電
池
等
設

置
工
事

・
第
４
期
大
泉
町
障
害
福
祉

計
画
策
定

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
策
定
事
業

・
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時

特
例
事
業

・
乳
児
担
当
保
育
士
加
配
事

業
・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
助
成
事

業 そのほか

新規事業
と

主要事業

健康で生きがい

のあるまちづくり

新 規 事 業

住民と行政との

協働のまちづくり

主 要 事 業
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東
毛
広
域
幹
線
道
路
や
国

道
１
２
２
号
バ
イ
パ
ス
の
開

通
な
ど
、
交
通
網
の
整
備
に

よ
り
、
町
民
皆
様
の
生
活
の

利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
日

頃
か
ら
、
現
場
に
足
を
運
び
、

感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

小
さ
な
本
町
に
も
地
域
間
で

の
格
差
が
生
じ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
特
に
未
整
理
地
区
に
お
い

て
は
、
緊
急
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
道
路
環
境
な
ど
の

整
備
を
行
い
、
生
活
の
利
便

性
が
「
目
に
見
え
る
・
実
感

で
き
る
」
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
　
ま
た
、
皆
様
の
憩
い
の
場

と
な
る
公
園
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

適
正
に
施
設
管
理
を
行
う
と

と
も
に
、
新
た
な
街
区
公
園

の
整
備
や
、
い
ず
み
総
合
公

園
町
民
体
育
館
の
耐
震
補
強

工
事
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

整
備
や
、
水
道
事
業
の
広
域

化
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、

関
係
市
町
と
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
人
の
成
長
過
程
に
お
け
る

教
育
は
大
変
重
要
で
す
。
い

じ
め
に
対
す
る
「
心
」
と
「
目
」

を
育
む
教
育
を
目
指
し
、
道

徳
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
意
欲
化
推
進
計
画
や

授
業
改
善
推
進
事
業
な
ど
を

実
施
し
、
確
か
な
学
力
の
定

着
と
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま

す
。ま
た
、
家
庭
と
連
携
し
た

家
庭
学
習
・
基
本
的
生
活
習

慣
の
確
立
を
推
進
し
、
さ
ら

に
保
護
者
の
経
済
的
な
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
学
校

給
食
費
補
助
金
制
度
を
創
設

し
ま
す
。
施
設
整
備
に
お
い

て
は
、
平
成
　
年
度
の
完
成

２７

を
目
指
し
て
北
中
学
校
の
改

築
工
事
を
開
始
し
、
小
学
校

三
校
の
耐
震
補
強
工
事
や
公

民
館
な
ど
の
耐
震
補
強
設
計

を
行
う
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
を
図
り
ま
す
。
生
涯
学

習
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
民

館
、
図
書
館
、
文
化
む
ら
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
を
拠
点
と

し
て
、
学
習
の
機
会
や
情
報

の
提
供
に
努
め
、
生
涯
学
習

の
場
、
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
活
力
に
富
ん
だ
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

５
目に見える

６
育む

【坂田・古氷地区街区公園

整備事業】

坂田・古氷地区に街区公

園の新設整備を行い、公

園利用者の利便性向上を

図ります。

３，４２０万円

【北中学校校舎改築事業】

昭和３４年と３９年に建設され

た校舎の老朽化にともない、

大泉町公立学校施設耐震化計

画に基づき、２６年度・２７年度

で改築工事を実施します。（２４

年度：耐力度調査・基本設計、

２５年度：実施設計）

４億２，３３５万１千円

・（
仮
称
）東
児
童
館
第
２
学

童
棟
設
置
事
業

・
町
内
企
業
活
性
化
支
援
事

業
・
観
光
協
会
活
動
費
補
助
事

業
・
観
光
イ
ベ
ン
ト
活
動
推
進

事
業

・
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

・
公
園
墓
地
事
業
墓
所
増
設

工
事

・
学
校
給
食
費
補
助
事
業

・
公
共
施
設
耐
震
補
強
工
事

（
町
民
体
育
館
、南
小
高
学

年
棟
、
北
小
高
学
年
棟
、

西
小
普
通
教
室
棟
（
西

棟
））、
設
計
（
北
児
童
館
、

南
小
管
理
・
普
通
教
室
棟
、

南
小
管
理
教
室
棟
、
北
小

低
学
年
棟
・
西
小
普
通
教

室
棟（
東
棟
）、公
民
館
、西

体
育
館
） 

ほ
か

【
主
要
事
業
】

・
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
業

・
資
源
ご
み
回
収
奨
励
事
業

・
し
尿
処
理
施
設
費

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
事
業

・
都
市
公
園
管
理
事
業

・
道
路
新
設
改
良
事
業

・
健
康
増
進
事
業

・
児
童
手
当
支
給
事
業

・
障
害
者
（
児
）
介
護
給
付

事
業
　
　
　
　
　
　
ほ
か

快適な環境の

まちづくり

新 規 事 業

地域を担う

ひとづくり

新 規 事 業

当当当当当当当当当当初初初初初初初初初初予予予予予予予予予予当初予算算算算算算算算算算算
平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年平成２６年度度度度度度度度度度度
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会
議
で
は
、
各
学
校
の
代
表

者
が
今
年
度
取
り
組
ん
だ
い
じ

め
防
止
活
動
の
概
要
や
、
学
校

の
特
色
を
生
か
し
た
取
組
、
実

際
の
活
動
の
様
子
や
活
動
後
の

成
果
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
各
学
校
の
取
組
発
表
の
後
、

３
班
に
分
か
れ
て
「
ぐ
ん
ま
の

子
ど
も
い
じ
め
防
止
宣
言
」
に

掲
げ
ら
れ
た
「
勇
気
・
思
い
や

り
・
協
力
」
に
つ
い
て
各
班
で

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

【
各
班
ご
と
の
話
し
合
い
】

　
話
し
合
い
で
は
自
分
た
ち
の

学
校
で
、
誰
で
も
、
い
つ
で
も
、

明
日
か
ら
で
も
で
き
る
具
体
的

な
こ
と
を
考
え
意
見
を
出
し
合

い
、
次
の
よ
う
な
前
向
き
な
意

見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

□
勇
気

・
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
な
い

・
い
じ
め
を
し
て
い
る
子
に

は
、
そ
の
子
が
友
だ
ち
だ
っ

た
と
し
て
も
、
注
意
す
る

・「
あ
り
が
と
う
」
や
「
ご
め
ん

な
さ
い
」
な
ど
相
手
に
伝
え

る
勇
気
を
持
つ

・
自
分
か
ら
挨
拶
を
す
る

□
思
い
や
り

・
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

相
手
の
こ
と
も
考
え
る

・
悩
ん
で
い
る
人
、
困
っ
て
い

る
人
を
見
た
ら
、
自
分
か
ら

進
ん
で
助
け
て
あ
げ
る

・
人
の
悪
口
は
絶
対
言
わ
な
い

・
友
だ
ち
の
悪
い
と
こ
ろ
で
は

な
く
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

る
□
協
力

・
誰
と
で
も
話
せ
る
よ
う
に
交

流
の
機
会
を
増
や
す

・
全
員
で
協
力
し
て
、
い
じ
め

を
許
さ
な
い
と
い
う
雰
囲
気

を
つ
く
っ
て
い
く

・
周
囲
へ
の
気
配
り
を
心
が
け

る
こ
と

・
誰
か
が
困
っ
て
い
た
ら
声
を

か
け
て
あ
げ
る

　
班
別
で
の
話
し
合
い
の
後
、

班
ご
と
に
意
見
を
ま
と
め
、
下

記
を
「
大
泉
町
い
じ
め
防
止
ス

ロ
ー
ガ
ン
」
と
し
て
採
択
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
会
議
の
最
後
に
は
、

採
択
し
た
「
大
泉
町
い
じ
め
防

止
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
参
加
者
全

員
で
大
き
な
声
で
読
み
あ
げ
、

各
学
校
で
の
い
じ
め
「
 ０
 」
を

ぜ
ろ

目
指
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

　２月１８日、町公民館でいじめの防止について考える「大泉町いじめ防

止子ども会議」が開かれました。会議は町内７校の小・中学校を代表し

た児童・生徒２１人が参加。全体的な会議の進行も子どもたちが行い、総

合司会は、南中学校の生徒会本部役員の代表３人が務めました。

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももも会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

町
い
じ
め
防
止

ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択

学
校
の
取
組
発
表
と

班
ご
と
の
話
し
合
い

みんなで困っている人

に声をかけ、誰とでも

話せる学校を作ろう

みんなを思いやる

「温かい心」をもとう

助けを必要としてい

る人がいたら、自分

から声をかけよう

協力 勇気思いやり

大泉町いじめ防止スローガン
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【
南
小
学
校
】

　「
あ
い
さ
つ
で
　
笑
顔
あ

ふ
れ
る
　
南
小
」
と
い
う
合

い
言
葉
の
も
と
、「
目
を
合
わ

せ
、
心
を
こ
め
て
、
自
分
か

ら
」
と
い
う
あ
い
さ
つ
運
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
北
小
学
校
】

　
児
童
会
の
提
案
に
よ
り
、

児
童
集
会
で
「
思
い
や
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
「
思
い

や
り
の
お
ま
じ
な
い
」
を
行

い
、
い
じ
め
で
悲
し
む
子
の

気
持
ち
を
み
ん
な
で
考
え
ま

し
た
。

【
西
小
学
校
】

　「
み
ん
な
な
か
よ
く
　
い

じ
め
の
な
い
　
西
小
学
校
」

と
い
う
い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
作
成
し
、
児
童
会
役

員
が
朝
会
や
集
会
で
全
校
に

働
き
か
け
、
い
じ
め
防
止
の

啓
発
に
努
め
ま
し
た
。

【
東
小
学
校
】

　
あ
い
さ
つ
運
動
や
手
作
り

ポ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
、
い
じ
め

防
止
の
啓
発
を
行
い
、
次
の
よ

う
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
み
ん
な

で
考
え
て
作
り
、
い
じ
め
防

止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

・
勇
気
…
「
大
丈
夫
？
　
勇

気
を
出
し
て
　
声
か
け
よ

う
」

・
思
い
や
り
…
「
思
い
や

り
　
み
ん
な
が
も
て
ば
　

い
じ
め
０
」

・
協
力
…
「
協
力
し
　
み
ん

な
の
笑
顔
　
広
げ
よ
う
」

【
南
中
学
校
】

　「
輝
く
声
は
　
み
ん
な
を

元
気
に
　
い
つ
で
も
笑
顔
　

南
中
生
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
全
校
生
徒
で
作
り
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
い
じ
め
防

止
を
心
が
け
、
行
動
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
継
続
し
た
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

【
北
中
学
校
】

　
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
に

生
徒
会
本
部
役
員
と
有
志
に

よ
る
あ
い
さ
つ
運
動
を
継
続

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
校
生

徒
で
い
じ
め
防
止
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
決
め
、
美
術
部
が
そ
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
入
れ
た
ポ
ス

タ
ー
を
作
り
、
教
室
棟
の
階

段
に
掲
示
し
、
い
じ
め
防
止

を
啓
発
し
ま
し
た
。

【
西
中
学
校
】

　「
西
中
し
ぐ
さ
」
と
い
う
、

西
中
な
ら
で
は
の
決
ま
り
を

つ
く
り
、
そ
の
し
ぐ
さ
を
学

校
生
活
の
色
々
な
場
面
で
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
手

の
こ
と
を
思
い
や
り
、
仲
良

く
、
楽
し
く
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

 各
 学
 校
 で
 の
 主
 な
 活
 動

　今まで、多くの人と「いじめ」

について考えたことがなかったの

で、今回の会議でたくさんのいじ

め対策について知ることができま

した。会議で考えたことや学んだ

ことを、自分から積極的に行って、

「いじめ ０ 」の大泉町を作り上げた
ぜろ

いなと思いました。今回の会議は、

本当に貴重な体験でした。

あいさつ運動の様子（東小）

いじめ防止標語ポスター（北中）

いじめ防止子ども会議に参加して

いじめ防止子ども会議

　
い
じ
め
防
止
子
ど
も
会
議

は
、
県
教
育
委
員
会
の
い
じ
め

問
題
対
策
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
県
内
各
市
町
村
の
教
育
委

員
会
が
主
催
し
、
小
・
中
学
生

を
対
象
に
県
内
各
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
県
の
「
い
じ
め
問
題
対
策
推

進
事
業
」
と
は
、
児
童
生
徒
に

よ
る
自
主
的
な
い
じ
め
防
止
活

動
を
行
い
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
気
持
ち
や
態
度
を
育
て
る
と

と
も
に
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

を
図
っ
て
い
く
事
業
で
す
。

　
５
月
と
　
月
の
「
い
じ
め
防

１２

止
強
化
月
間
」
で
は
、
い
じ
め

に
つ
い
て
考
え
る
　
万
人
ア
ン

２３

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
道
徳
や
学
級
活
動

の
授
業
を
通
し
て
い
じ
め
防
止

に
つ
い
て
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
実
践
。

　
６
月
に
は
、
邑
楽
館
林
地
区

で「
い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
大
泉
町
か
ら
は

南
中
学
校
の
１
人
が
代
表
と
し

て
参
加
し
、「
い
じ
め
防
止
に
向

け
て
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
班
別
に
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
８
月
に
は
、「
い
じ
め
防
止
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内

各
地
区
の
代
表
が
参
加
し
、
大

泉
町
も
南
小
学
校
か
ら
１
人
が

参
加
。
そ
こ
で
、「
ぐ
ん
ま
の
子

ど
も
い
じ
め
防
止
宣
言
」
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

県
の
「
い
じ
め
問
題

対
策
推
進
事
業
」

司会を務めた

南中学校　３年

 田  沼  風  我 さん
た ぬま ふう が
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 　「
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
」の
改
正
に
よ
り
、

平
成
　
年
度
お
よ
び
平
成
　
年

２６

２７

度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
保
険
料
率
（
所
得
割
率
お
よ

び
均
等
割
額
）
お
よ
び
賦
課
限

度
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
変
更
後
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
保
険
料
率
お
よ
び
賦

課
限
度
額
】

□
所
得
割
率
　
８
・
　

％
６０

□
均
等
割
額
　
４
万
３
６
０
０
円

□
賦
課
限
度
額
　
　
万
円

５７

【
平
成
　
年
度
軽
減
内
容
】

２６

　
な
お
、
次
の
人
は
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

□
均
等
割
額
９
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
以
下
で
あ
る
世
帯
で
、

被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入

　
万
円
以
下
」
で
あ
る
世
帯

８０（
そ
の
他
各
種
所
得
が
な
い

場
合
に
限
り
ま
す
）

□
均
等
割
額
８
・
５
割
軽
減
　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
と

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の

合
計
額
が
、「
基
礎
控
除
額

（
　
万
円
）」以
下
で
あ
る
世
帯

３３

□
均
等
割
額
５
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
＋
　
・
５
万
円
×
当
該

２４

世
帯
の
被
保
険
者
数
」
以
下

で
あ
る
世
帯

□
均
等
割
額
２
割
軽
減
　
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計

額
が
、「
基
礎
控
除
額
（
　
万
３３

円
）
＋
　
万
円
×
当
該
世
帯

４５

の
被
保
険
者
数
」
以
下
で
あ

る
世
帯

□
所
得
割
額
５
割
軽
減
　「
総

所
得
金
額
等－

基
礎
控
除
額

（
　
万
円
）」
が
、　

万
円
以

３３

５８

下
で
あ
る
人

□
被
扶
養
者
軽
減
（
均
等
割
額

９
割
軽
減
）　
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
資
格
を
得

た
前
日
ま
で
、
被
用
者
保
険

（
市
区
町
村
の
国
民
健
康
保

険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
組

合
を
除
き
ま
す
）
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
（
所
得
割
額

は
課
さ
れ
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
管
理
課

（
緯
０
２
７
・
２
５
６
・
７
１
１

６
）、
ま
た
は
国
保
介
護
課
へ
。

・均等割額：４３,６００円

・所得割額：(前年中の総所得金額等－３３万円)

　　　　　　×所得割率（８.６０％）

※年間保険料額の１００円未満は切り捨てます。また、

算出された年間保険料額が、賦課限度額を超過する場

合は、賦課限度額が年間保険料額となります。

【年間保険料額＝均等割額＋所得割額】

■保険料の計算方法

　
町
で
は
、
運
動
習
慣
の
定
着

に
向
け
た
「
毎
月
１
日
運
動
の

日
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
肩
こ
り
・
腰
痛
な
ど

の
関
節
痛
の
解
消
や
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
も
効
果
的
な
プ
レ
ミ

ア
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
ま

す
。
家
庭
で
も
で
き
る
、
セ
ル

フ
ケ
ア
に
重
点
を
お
い
た
ス
ト

レ
ッ
チ
で
、
運
動
と
い
う
よ
り

癒
や
し
に
近
く
、
運
動
が
嫌
い

な
人
に
こ
そ
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ふ
だ
ん
、
運
動
習
慣
の
な
い

人
は
こ
れ
を
機
会
に
運
動
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
毎
月
１
日
運
動
の
日
・
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ト
レ
ッ
チ

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
決
定

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

(11) 広報おおいずみ　Ｈ26.4.10　Vol.784

□
期
日
　
５
月
　
日
昭
、
６
月

２２

　
日
昭
、
７
月
　
日
昭
、
８

２６

２４

月
　
日
昭
（
全
４
回
）

２８

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　

１０

１１

３０

分
□
場
所
  保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
プ
レ
ミ
ア
ム
ス
ト

レ
ッ
チ
（
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
は
も
ち
ろ
ん
、
関
節
の

痛
み
が
和
ら
い
だ
り
、
そ
の

場
で
効
果
を
実
感
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
で
す
）

□
講
師
   駒
  崎
 　

こ
ま
 ざ
き

 優
 氏（
ヘ
ル
ス

ま
さ
る

ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
）　

□
対
象
　
４
回
全
て
に
参
加
で

き
る
人
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

・
町
内
在
住
で
運
動
習
慣
の
な

い
人
（
習
慣
的
に
運
動
を
し

て
い
る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
）

・
膝
や
腰
、
肩
な
ど
の
関
節
痛

に
お
悩
み
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

２０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
、
E

メ
ー
ル
（kenko@

tow
n.oizu

m
i.g
unm
a
.jp

）
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
晶

１６

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き

る
服
装
・
上
靴
、
飲
み
物
、

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、メ
モ
帳
・

筆
記
用
具
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト（
お

持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
し
出

し
ま
す
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

皆さんの参加を
お待ちしています

新年度の区長さんを
紹介します

１年間よろしくお願いします

　町内の各行政区でご活躍いただいている区長

さんですが、４月から８人が交替になりました。退

任された区長さんには、長い間、町行政のために

ご協力いただき、大変ありがとうございました。

　また、新しく区長さんになられた皆さんには、

町と地域を結ぶパイプ役として、これからのご

活躍に期待します。

※表中で「○」の人が新任です。詳しくは、総

務課法規行政係（内線２２２）へ。

■平成２６年度各行政区の区長さん（敬称略）

電話番号区長名新任行政区

緯６２・２２７２中 尾 昇 市○１区

緯６３・５１９１濵 野 榮 二 郎２区

緯６３・３７６２安 齋 啓 三３区

緯６２・６１２２山 口 秀 夫○４区

緯６３・２２０１金 井　 健○５区

緯６３・２４６５武 藤 三 知６区

緯６２・２３５３齊 藤　 勲○７区

緯６２・６９８９上 野 忠 雄８区

緯６２・２９０４関 田 正 雄９区

緯６２・２５２１関　 克 守１０区

緯６３・１３３３岩 蒼 正 男１１区

緯６２・２５９１沖 田　 博１２区

緯６３・３２５７高 橋 悠 治１３区

緯０８０・ 
５４５２・２４２０

佐 久 間 忠 夫１４区

緯６３・０５００森 尻 晴 幸１５区

緯６３・０２１２佐 野 古 志 郎１６区

緯６２・３０７３三 吉 典１７区

緯６２・６００８木 村　 稔１８区

緯６３・３７６９大 森　 武○１９区

緯６３・３４２２阿 久 澤　 勇○２０区

緯６３・９８６４小 林 一 夫２１区

緯６３・３５６４吉 澤 節 雄○２２区

緯６３・５３２５後 藤 修 一２３区

緯６３・２３２３町 田 行 男２４区

緯６２・３８７９皆 川 宏 一２５区

緯６３・１６１２矢 嶋　 昇２６区

緯０９０・ 
１６５６・６８２０

呉 谷 秀 雄２７区

緯６２・５２４０落 合 博 正○２８区

緯４０・３６８０久 保 田 忠 雄２９区

緯６３・５５２３三 栖 直 弘３０区
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平
成
　
年
度
の
地
方
税
法
改

２４

正
に
よ
り
、
住
宅
用
地
に
係
る

負
担
調
整
措
置
が
平
成
　
年
度

２６

か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
に
つ
い
て
は
経

２５

過
措
置
に
よ
り
負
担
水
準
が

「
　
％
以
上
１
０
０
％
未
満
」の

９０土
地
に
つ
い
て
は
課
税
標
準
額

を
前
年
度
と
同
額
に
据
え
置
い

て
い
ま
し
た
が
、
住
宅
用
地
に

係
る
負
担
調
整
措
置
の
廃
止
に

伴
い
、
平
成
　
年
度
か
ら
固
定

２６

資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
増
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
負
担
調
整
措
置
と
負
担
水
準
】

■
負
担
調
整
措
置
と
は

　
固
定
資
産
税
は
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
の
評
価
額
に
応
じ
た
課
税

標
準
額
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

　
平
成
６
年
度
に
宅
地
の
評
価

水
準
を
地
価
公
示
価
格
の
７
割

を
め
ど
に
す
る
こ
と
を
決
め
た

こ
と
に
よ
り
、
評
価
額
と
課
税

標
準
額
の
均
衡
が
崩
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
均
衡
を
短
い

期
間
で
直
す
こ
と
は
納
税
者
の

大
き
な
負
担
に
な
る
た
め
、
期

間
を
か
け
て
調
整
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
方
法
と
し
て
、
今
年
の

評
価
額
と
前
年
度
の
課
税
標
準

額
を
比
較
し
た
割
合
の
負
担
水

準
を
出
し
て
、
そ
れ
に
応
じ
て

今
年
の
課
税
標
準
額
を
決
め
る

方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。　

■
負
担
水
準
と
は
　

　
個
々
の
土
地
の
課
税
標
準
額

が
評
価
額
に
対
し
て
ど
の
程
度

ま
で
達
し
て
い
る
か
示
す
も
の

で
す
。

【
住
宅
用
地
と
は
】

　
住
宅
用
地
は
、
住
宅
が
建
設

さ
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
を
い

い
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
住
宅

用
地
の
課
税
標
準
額
は
、
面
積

が
２
０
０
㎡
ま
で
は
固
定
資
産

税
が
６
分
の
１
に
、
都
市
計
画

税
が
３
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡

を
超
え
た
部
分
に
関
し
て
は
固

定
資
産
税
が
３
分
の
１
に
、
都

市
計
画
税
が
３
分
の
２
に
な
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税

係
へ
。

【
窓
口
負
担
の
見
直
し
】

　
　
歳
か
ら
　
歳
の
人
の
医
療

７０

７４

機
関
で
の
窓
口
負
担
は
、
法
律

上
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

特
例
措
置
で
こ
れ
ま
で
１
割
負

担
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成

　
年
度
か
ら
、
よ
り
公
平
な
し

２６く
み
と
す
る
た
め
、
こ
の
特
例

措
置
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
高

齢
者
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平

成
　
年
４
月
２
日
以
降
　
歳
の

２６

７０

誕
生
日
を
迎
え
る
人
か
ら
段
階

的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

【
窓
口
負
担
割
合
】

□
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
に

２６

　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人

７０

（
誕
生
日
が
昭
和
　
年
４
月

１９

２
日
以
降
の
人
）　
　
歳
の

７０

誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ
し
、

各
月
１
日
が
誕
生
日
の
人
は

そ
の
月
）
の
診
療
か
ら
、
窓

口
負
担
が
２
割
に
な
り
ま
す

（
た
だ
し
、一
定
の
所
得
が
あ

る
人
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

３
割
負
担
で
す
）

□
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に

２６

　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

７０（
誕
生
日
が
昭
和
　
年
４
月

１９

１
日
ま
で
の
人
）　
平
成
　２６

年
４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓

口
負
担
は
１
割
の
ま
ま
変
わ

り
ま
せ
ん
（
た
だ
し
、
一
定

の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
３
割
負
担
で

す
）

※
詳
し
く
は
、国
保
介
護
課
へ
。

　
　
～
　
歳
の
被
保
険
者
の
窓
口
負
担
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

７０

７４

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

　
住
宅
用
地
に
お
け
る
　

固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置
が
変
わ
り
ま
す

税
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
８
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【
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
縦

覧
】
　
町
で
は
、
５
月
１
日
か
ら
新

た
に
２
・
７
　
の
区
域
を
供
用

ha

開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
供
用
開

始
に
伴
う
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
供
用
開
始
区
域
は

公
共
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
対
象
区
域
に
な
り
ま

す
。

□
縦
覧
期
間
　
４
月
　
日
晶
～

１１

　
日
昭
（
た
だ
し
、
土
・
日

２４曜
日
を
除
く
）

□
縦
覧
場
所
　
下
水
道
課

□
縦
覧
内
容
　
供
用
開
始
日
、

区
域
、
排
水
施
設
の
位
置
な

ど

【
下
水
道
補
助
制
度
】

　
町
で
は
、
下
水
道
が
供
用
開

始
と
な
っ
た
区
域
で
、
下
水
道

に
接
続
す
る
人
に
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
下
水
道
供
用
開
始

後
、
３
年
以
内
に
接
続
す
る

人
（
た
だ
し
、
受
益
者
負
担

金
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
）

□
利
用
で
き
る
制
度
　
　

・
浄
化
槽
廃
止
補
助
金

・
水
洗
便
所
改
造
資
金
等
融
資

あ
っ
せ
ん
、
利
子
補
給

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

受章おめでとうございます

　町消防団本部ラッパ長

の川田隆志氏が、消防功

労者に授与される消防庁

長官表彰永年勤続功労章

を受章されました。川田

氏の受章は、在団２７年間

にわたり、消防防災活動

に寄与したご功績が認め

られたものです。受章を

心よりお喜び申し上げる

とともに、ますますのご活躍をご期待申し

上げます。

※詳しくは、安全安心課（内線２２４）へ。

消防庁長官表彰

 川  田  隆  志 氏
かわ た たか し

（１６区・５５歳）

■下水道供用開始区域図

凡例
認可区域　　　　　　２８０．０ha
既供用開始済み区域　２３５．２ha
５月１日供用開始区域　２．７ha

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧
／
下
水
道
補
助
制
度

下
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

大泉町情報公開・個人情報保護

審査会の委員が決まりました

　町では、大泉町情報公

開・個人情報保護審査会

の委員に角田雅博氏、都

丸　隆氏、長谷川純子氏

の３氏を４月１日付けで

委嘱しました。

　この審査会は、情報公

開条例に基づく不服申し

立てに対する調査審議

と、個人情報保護条例に

基づく不服申し立てに対する調査審議を併

せて行う審査会です。

　審査会の会長には、角田氏、会長の職務代

理者には、都丸氏がそれぞれ選ばれました。

　委員の任期は、４月１日から３年間とな

ります。委嘱されました委員皆様の今後の

ご活躍を期待いたします。

※詳しくは、総務課法規行政係（内線２２２）へ。

 角  田  雅  博 氏
つの だ まさ ひろ

（前橋市・６４歳）

 都  丸 　 隆 氏
と まる たかし

（２５区・６０歳）

 長  谷  川  純  子 氏
は せ がわ じゅん こ

（７区・５９歳）
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町
で
は
、
障
害
者
の
皆
さ
ん

の
福
祉
増
進
の
た
め
に
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
　
タ
ク
シ
ー
券
は
１
枚
５
０
０

円
で
、
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
１

か
月
あ
た
り
４
枚
を
交
付
し

（
４
月
申
請
の
場
合
は
　
枚
交

４８

付
）、１
回
の
乗
車
に
つ
い
て
２

枚
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
交
付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

地
区
民
生
委
員
ま
た
は
福
祉
課

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、

町
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
、
障
害
の
程
度
が
１
級

お
よ
び
２
級
の
人（
た
だ
し
、

自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
人
）

・
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ

て
い
る
人
（
た
だ
し
、

自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
な
い
人
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
（
た
だ
し
、
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て

い
な
い
人
）

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

　
町
で
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
事
前
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
が
、
通
知
書

の
届
か
な
い
人
で
も
該
当
す
る

人
は
受
診
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

□
対
象

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

３０

５９

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

６０

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

４０

４９

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

５０

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

５０

３９

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

４０

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

６０

２９

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

３０

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

７０

１９

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

２０

３１

生
ま
れ
）

□
内
容
　
問
診
、
歯
と
歯
ぐ
き

の
検
査

□
期
間
　
５
月
１
日
昭
～
７
月

　
日
昭

３１
□
場
所
　
町
内
各
歯
科
医
院

（
検
診
を
受
け
る
前
に
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
）

・
い
の
う
え
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
４
６
７
０

６３

・
か
み
ふ
さ
歯
科
診
療
所

緯
　
・
０
２
４
６

６２

・
久
保
田
歯
科
医
院

緯
　
・
５
８
５
８

６２

・
小
西
歯
科
医
院

緯
　
・
５
９
５
２

６２

・
斉
藤
歯
科
医
院

緯
　
・
３
１
４
９

６２

・
齋
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
８
６
２
４

６２

・
高
志
歯
科
医
院

緯
　
・
１
１
０
３

２０

・
仁
木
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
０
７
１
４

５５

・
武
安
歯
科
医
院

緯
　
・
２
２
６
４

６２

・
ひ
と
み
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

緯
　
・
３
４
３
４

６２

・
平
沢
歯
科
医
院

緯
　
・
２
２
９
０

６２

・
福
田
歯
科
医
院

緯
　
・
７
２
７
７

６３

福祉タクシー券

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
て
い
ま
す

福
祉
課
　
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

　
歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
を
実
施
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）
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・
森
田
歯
科
医
院

緯
　
・
６
０
８
２

６２

□
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付

さ
れ
た
通
知
書
（
お
持
ち
の

人
の
み
）・
保
険
証

□
費
用
　
５
０
０
円
（
検
診
時

に
、
歯
科
医
院
へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
精
密

検
査
や
治
療
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
な
ど
は
別
料
金
が
か

か
り
ま
す
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
平
成
　
年
２５

度
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
に
限

り
、
事
前
申
請
に
よ
り
検
診
費

用
の
自
己
負
担
金
を
免
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
課
へ
。

歯と口の
健康のために

検診を受けましょう

【検診を受けたMさん（３０歳）の体験談】

　大泉町に転入したばかりで、歯科医療機

関の情報もなかったので、今回の歯科検診

はとてもよいきっかけになりました。

　歯磨きは毎日１日２回、奥歯の虫歯にな

りやすいところを重点的に磨くように心が

けていました。虫歯になりにくい方だと自

信を持って受診しましたが、奥歯に自分で

は気がつかない初期虫歯が見つかりまし

た。早めの治療だったので、虫歯治療もす

ぐに終了し、親知らずの抜歯や歯石除去も

していただきました。歯石が溜まりやすい

唾液の性状との説明を受けました。

　これからは、定期的に歯石を除去しても

らうために受診し、歯周病予防を心がけて

いきたいと思います。

検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診をををををををををを受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけ検診を受けててててててててててて

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

平成２６年度

納期を守りましょう！

納期一覧表

※納期を守って納めましょう。詳しくは、収納課

（内線１５４）へ。

税目納期限

１期固定資産税４月３０日昌

１期軽自動車税６月 ２日捷

１期町県民税６月３０日捷

２期

１期

１期

１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

７月３１日昭

２期

２期

２期

２期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

９月１日捷

３期

３期

３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

９月３０日昇

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１０月３１日晶

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月１日捷

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月２５日昭

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

　平成２７年

２月２日捷

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３月２日捷
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【
平
成
　
年
度
の
保
険
料
は
４

２５

月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

　
平
成
　
年
３
月
分
の
保
険
料

２６

の
納
付
期
限
は
４
月
　
日
昌
で

３０

す
。
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未

納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、

将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
減
額

に
な
っ
た
り
、
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の

障
害
年
金
、
あ
る
い
は
一
家
の

支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
て
い
る
人
は
、
４
月
中
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

【
国
民
年
金
の
届
け
出
を
お
忘

れ
な
く
】

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
す
べ
て

２０

６０

の
人
が
加
入
す
る
公
的
年
金
制

度
で
す
。
加
入
者（
被
保
険
者
）

は
、
就
職
し
た
と
き
や
退
職
し

た
と
き
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う

な
機
会
ご
と
に
届
け
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。 必
要
な
届
け
出

を
忘
れ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
減
額
さ
れ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
国
民
年
金
付
加
保
険
料
】

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付

を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被

保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や

　
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入

６５被
保
険
者
は
、
希
望
に
よ
り
定

額
保
険
料
に
加
え
て
、
月
額
４

０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保

険
料
を
納
め
る
場
合
に
は
、
定

額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め

る
と
、
将
来
、
老

齢
基
礎
年
金
に
加

え
て
付
加
年
金
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し

て
い
る
人
や
、
免

除
制
度
や
猶
予
制

度
を
利
用
し
て
い

る
人
は
、
付
加
保

険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ

ん
。
　
付
加
年
金
の
加

入
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
住
民
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

【
国
民
年
金
の
任
意
加
入
に
つ

い
て
】

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
　
歳
以

２０

上
　
歳
未
満
の
人
は
、
国
籍
や

６０
職
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
ま
た
、

次
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
、
任
意

で
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

①
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
人

６０

６５

で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
の
資
格
期
間
（
保
険

料
納
付
済
期
間
、
保
険
料
免

除
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期

間
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予

期
間
を
合
計
し
て
　
年
以

２５

上
）
を
満
た
さ
な
い
人
や
、

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
人

②
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前
に

４０

生
ま
れ
た
人
で
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格

期
間
を
満
た
さ
な
い
人
（
　７０

歳
に
な
る
ま
で
の
間
で
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

の
資
格
期
間
を
満
た
す
ま
で

加
入
で
き
ま
す
）

③
海
外
に
住
ん
で
い
る
　
歳
以

２０

上
　
歳
未
満
の
日
本
人

６５

□
加
入
の
手
続
き
場
所

　
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
人

届　出　先届　出　事　項対　　象　　者

本人の勤務する事業所

を通して年金事務所へ

就職して

厚生年金や共済組合に加入した

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第３号被保険者（会社員や公務員など

に扶養されている配偶者）

配偶者の勤務する事業所

を通して年金事務所へ

退職・結婚・配偶者の就職・本人の収

入減などで扶養されるようになった

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人が直接、住民課へ

本人の退職・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人の収入増・配偶者の退職・離婚

などにより、扶養でなくなった

・第３号被保険者（会社員や公務員など

に扶養されている配偶者）

■国民年金加入者の届け出が必要な事項

　
国
民
年
金
保
険
の
お
知
ら
せ

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

【付加年金の計算式】

２００円×付加保険料を納めた月数＝年金額（年額）
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は
、
加
入
の
手
続
き
先
は
住
民

課
で
す
。
③
に
該
当
す
る
人
で

日
本
国
内
に
親
族
な
ど
が
住
ん

で
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
に
協

力
者
に
な
っ
て
も
ら
い
、
協
力

者
を
通
じ
て
、
最
後
に
在
住
し

て
い
た
市
役
所
・
町
村
役
場
の

窓
口
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

　
日
本
国
内
に
協
力
者
が
い
な

い
場
合
は
、
次
の
窓
口
で
本
人

が
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

・
こ
れ
か
ら
海
外
に
転
居
す
る

場
合
…
住
所
地
の
市
役
所
・

町
役
場

・
既
に
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場

合
…
日
本
国
内
の
最
後
の
住
所

地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所

・
本
人
が
日
本
国
内
に
住
所
を

有
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
…

千
代
田
年
金
事
務
所
（
東
京

都
千
代
田
区
）

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
、
ま
た

は
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
大
泉
町
で
は
、
千
代
田
町
と

共
同
運
行
す
る
広
域
公
共
バ
ス

「
あ
お
ぞ
ら
」、
お
よ
び
　
歳
以

６５

上
の
人
を
対
象
と
し
た
高
齢
者

デ
マ
ン
ド
交
通
「
ほ
ほ
え
み
」

の
２
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

【
広
域
公
共
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」】

　
広
域
公
共
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」

は
、
千
代
田
町
役
場
と
太
田
記

念
病
院
の
間
を
往
復
運
行
し
て

い
ま
す
。
途
中
、大
泉
町
役
場
、

西
小
泉
駅
前
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
城
山
病
院
、
本
島
総
合
病

院
な
ど
を
経
由
し
ま
す
。

□
利
用
で
き
る
人
　
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す

□
運
賃
（
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
人
は
、
手
帳
を
提
示

す
る
と
半
額
に
な
り
ま
す
）

・
２
０
０
円

・
１
０
０
円（
高
校
生
以
下
・
　６０

歳
以
上
の
人
）

□
運
休
日
　
１
月
１
日

□
時
刻
表
　
企
画
課
・
住
民
課
・

高
齢
福
祉
課
で
配
布

※
時
刻
表
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oizum

i.g

unm
a
.jp

）
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
企
画
課

（
内
線
２
１
７
）
へ
。

【
高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通「
ほ
ほ

え
み
」】

　
高
齢
者
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ほ

ほ
え
み
」
は
、
高
齢
者
の
日
常

生
活
の
移
動
手
段
の
確
保
を
目

的
と
し
て
、
４
月
１
日
よ
り
運

行
を
開
始
し
ま
し
た
。

□
利
用
で
き
る
人
　
町
内
在
住

の
　
歳
以
上
の
高
齢
者
（
１
人

６５
で
乗
り
降
り
が
可
能
な
人
）

で
、利
用
者
登
録
を
し
た
人

□
運
行
区
域
　
町
内
全
域
、
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
堀
江
病

院
（
太
田
市
）

□
運
行
日
　
月
～
金
曜
日
（
た

だ
し
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
　
月
　
日
～
１
月
３
日
）を

１２

２９

除
く
）

□
運
行
時
間
　
午
前
７
時
～
午

後
５
時

□
運
賃（
１
回
の
利
用
に
つ
き
）

・
町
内
の
移
動
…
３
０
０
円

・
町
外
の
移
動
…
５
０
０
円

□
利
用
者
登
録
　
高
齢
福
祉
課

で
利
用
者
登
録
が
で
き
ま
す

（
本
人
以
外
が
利
用
者
登
録

申
請
を
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
）

※
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち

の
人
は
、
手
帳
を
提
示
す
る
と

半
額
に
な
り
ま
す
。
申
請
書
お

よ
び
委
任
状
は
、
高
齢
福
祉
課

窓
口
、
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉

課
（
緯
　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

広域公共バス「あおぞら」

高齢者デマンド交通「ほほえみ」

　
大
泉
町
の
交
通
事
業
を
紹
介
し
ま
す

各
担
当
課
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国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人
の
健
康
の
保
持
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
検
診
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

□
対
象

・
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世

帯
の
人

・
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
町
内
在

住
の
人
で
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

人
□
申
請
方
法
　
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
後
に
、
国
保
介
護

課
へ
次
の
書
類
を
持
参
し
、

申
請
す
る
（
人
間
ド
ッ
ク
検

診
の
受
診
に
つ
い
て
は
、
各

自
で
医
療
機
関
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）

□
持
参
す
る
物
　
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結

果
報
告
書
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
振

込
先
の
分
か
る
も
の
（
預
金

通
帳
な
ど
）、
印
鑑

□
助
成
金
額
　
次
の
金
額
を
限

度
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
検

診
費
の
６
割
の
額
を
助
成

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
…
２
万
円

・
一
泊
ド
ッ
ク
…
３
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
…
３
万
円

□
注
意
事
項

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
ま
た
は
一
泊

ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
１
年

度
に
１
回
、
脳
ド
ッ
ク
に
つ

い
て
は
、
５
年
度
に
１
回
の

助
成
と
な
り
ま
す

・
同
一
年
度
内
に
複
数
の
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合

は
、
い
ず
れ
か
の
人
間
ド
ッ

ク
が
、
そ
の
年
度
の
助
成
申

請
の
対
象
と
な
り
ま
す

※
詳
し
く
は
、国
保
介
護
課
へ
。

　
町
で
は
、
肺
炎
の
予
防
と
重

症
化
防
止
の
た
め
、
４
月
よ
り

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
は
１
人
１
回
限
り
と
し
、

予
防
接
種
費
用
が
助
成
金
額
に

満
た
な
い
場
合
は
、
予
防
接
種

費
用
額
を
助
成
金
額
と
し
ま

す
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給
世

帯
の
人
に
つ
い
て
は
、
全
額
助

成
し
ま
す
。

□
助
成
対
象
者
　
接
種
日
当
日

に
町
内
に
住
所
が
あ
る
　
歳
７５

以
上
の
人
（
た
だ
し
、
過
去
に

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
は
除
き
ま
す
）

□
助
成
金
額
　
２
０
０
０
円

□
申
請
方
法

①
接
種
を
受
け
る
前
に
、
健
康

づ
く
り
課
で
申
請
書
を
受
け

取
り
、
助
成
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

②
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受

け
、
接
種
費
用
を
全
額
お
支

払
い
く
だ
さ
い

③
必
要
書
類
を
健
康
づ
く
り
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

□
必
要
書
類

・
医
療
機
関
の
領
収
書
（
原
本
）
…

接
種
者
氏
名
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
、
接
種
年
月
日
お
よ
び
接

種
金
額
の
記
載
が
あ
る
も
の

・
振
り
込
み
先
が
確
認
で
き
る

も
の
（
金
融
機
関
の
口
座
、

名
義
人
が
わ
か
る
ペ
ー
ジ
の

写
し
な
ど
）

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

費
用
助
成
金
交
付
申
請
書

（
健
康
づ
く
り
課
に
あ
り
ま
す
）

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
　
分
ま
で

１５

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
接
種
を
受
け
る
前
に
は
必
ず

健
康
づ
く
り
課
へ
お
越
し
に
な

り
、
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

　
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

国
保
介
護
課
　
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）
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町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

職
員
（
新
規
採
用
お
よ
び
退
職

者
を
含
む
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

※
（
　
）
内
は
前
職

【
部
長
】

■
財
務
部
長
　
井
達
清
久
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
昇
格

■
社
会
福
祉
部
長
　
峯
﨑
平
弥

（
財
務
部
長
）

■
健
康
推
進
部
長
　
服
部
吉
弥

（
総
務
部
総
務
課
長
）
昇
格

【
副
部
長
】

■
社
会
福
祉
部
副
部
長
兼
高
齢

福
祉
課
長
　
岩
瀬
　
一
（
健

康
推
進
部
国
民
健
康
保
険
課

長
）
昇
格

■
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
　

宮
澤
康
夫
（
財
務
部
収
納
課

長
）
昇
格

■
教
育
部
副
部
長
兼
ス
ポ
ー
ツ

文
化
振
興
課
長
　
金
田
悦
明

（
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振

興
課
長
）
昇
格

【
課
長
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
長
　
竹
内
寿
治
（
企

画
部
企
画
課
長
）

□
総
務
課
長
　
上
村
憲
司
（
総

務
部
秘
書
課
長
）

■
企
画
部

□
企
画
課
長
　
笠
松
智
広
（
企

画
部
広
報
情
報
課
長
）

□
広
報
情
報
課
長
　
千
吉
良
輝

夫
（
住
民
経
済
部
商
工
課
商

工
振
興
係
長
）
昇
格

■
財
務
部

□
財
政
課
長
　
小
倉
志
信
（
生

活
環
境
部
水
道
課
長
）

□
収
納
課
長
　
金
井
隆
浩
（
財

務
部
財
政
課
長
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
長
　
長
谷
川
則
雄

（
教
育
部
庶
務
課
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
長
　
青
木
宜
尚

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
図
書

館
長
）
昇
任

□
健
康
づ
く
り
課
長
　
酒
井
　

清
（
企
画
部
企
画
課
企
画
調

整
係
長
）
昇
格

■
住
民
経
済
部

□
商
工
振
興
課
長
　
岩
瀬
和
重

（
住
民
経
済
部
商
工
課
長
）

□
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
　
久
保
田
治
男

（
都
市
建
設
部
土
木
課
土
木

係
長
）
昇
格

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
長
　
川
幡
　
修
（
都

市
建
設
部
土
木
課
課
長
補

佐
）
昇
任

■
生
活
環
境
部

□
水
道
課
長
　
萩
口
誠
一
（
生

活
環
境
部
水
道
課
課
長
補

佐
）
昇
任

■
教
育
部

□
庶
務
課
長
　
木
村
隆
一
（
健

康
推
進
部
長
寿
支
援
課
長
）

□
学
校
教
育
課
長
　
岩
上
秀
明

（
新
規
採
用
）

□
生
涯
学
習
課
長
　
大
澤
慎
哉

（
社
会
福
祉
部
福
祉
課
長
）

□
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
副
所
長（
派
遣
）　
楢

原
康
夫
（
住
民
経
済
部
農
政

課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

次
長
）

【
課
長
補
佐
】

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園

長
　
荻
野
貴
代
美（
再
任
用
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園

長
　
宮
永
清
美
（
社
会
福
祉

部
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園

副
園
長
）
昇
格

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
課
長
補
佐
兼
国

民
健
康
保
険
係
長
　
大
塚
加

代
子
（
健
康
推
進
部
国
民
健

康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

長
）
昇
格

■
都
市
建
設
部
　

□
建
築
課
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
　
青
木
　
篤
（
都
市
建
設

部
建
築
課
建
築
係
総
括
技

官
）
昇
格

■
教
育
部

□
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生

涯
学
習
係
長
　
石
塚
智
浩

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
公
民

館
長
）

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
長
　
大

谷
ひ
と
み
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
西
児
童
館
長
）

昇
格

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
　
中

村
君
代
（
会
計
課
出
納
審
査

係
長
）
昇
格

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
課
長

補
佐
　
関
本
寿
雄
（
教
育
部

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
ス

ポ
ー
ツ
文
化
振
興
係
総
括
技

官
）
昇
格

【
係
長
】

■
総
務
部

□
安
全
安
心
課
危
機
管
理
係

長
　
笠
松
弘
美
（
生
活
環
境

部
環
境
課
環
境
係
長
兼
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
４
月
１
日
付
け
　
町
職
員
人
事
異
動

総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
５
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□
安
全
安
心
課
交
通
防
犯
係

長
　
田
部
井
久
幸
（
総
務
部

安
全
安
心
課
安
全
安
心
係

長
）

■
企
画
部

□
企
画
課
企
画
調
整
係
長
　
宮

永
和
枝
（
総
務
部
総
務
課
人

事
係
主
幹
）
昇
任

□
広
報
情
報
課
広
報
広
聴
係

長
　
横
倉
成
才
（
企
画
部
広

報
情
報
課
広
報
情
報
係
長
）

□
広
報
情
報
課
情
報
政
策
係

長
　
持
田
一
也
（
財
務
部
税

務
課
町
民
税
・
諸
税
係
長
）

□
国
際
協
働
課
国
際
協
働
係
長

兼
多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
住
民

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
　

小
林
　
勲
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
公
民
館
管
理
係
長
）

■
財
務
部

□
税
務
課
町
民
税
・
諸
税
係

長
　
武
内
直
人
（
財
務
部
税

務
課
町
民
税
・
諸
税
係
主
査
）

昇
格

□
税
務
課
資
産
税
係
長
　
坂
本

幸
江
（
社
会
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
南
児
童
館
長
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
　
吉

橋
貴
子
（
社
会
福
祉
部
福
祉

課
社
会
福
祉
係
主
幹
）
昇
任

□
福
祉
課
障
害
福
祉
係
総
括
保

健
師
　
池
谷
正
子
（
健
康
推

進
部
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ

く
り
係
総
括
保
健
師
）

□
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

長
　
加
藤
博
惠
（
企
画
部
国

際
協
働
課
国
際
協
働
係
長
兼

多
文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
住
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）

□
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
長
　
小
川
玲
子
（
住
民
経

済
部
住
民
課
住
民
係
主
幹
）

昇
任

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
副

園
長
　
齋
　
恵
美
（
社
会
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
南
保
育

園
主
幹
）
昇
任

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
副

園
長
　
村
田
真
弓
（
社
会
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
南
保
育

園
副
園
長
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
副

園
長
　
柿
沼
ふ
じ
代
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
北
保

育
園
副
園
長
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係

長
　
宮
永
健
一
（
健
康
推
進

部
長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

長
）

□
国
保
介
護
課
介
護
保
険
係
総

括
保
健
師
　
岩
瀬
良
子
（
社

会
福
祉
部
福
祉
課
社
会
福
祉

係
総
括
保
健
師
）

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
長
　
川
上
和
良
（
財
務
部

税
務
課
資
産
税
係
長
）

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
総
括
保
健
師
　
竹
村
範
江

（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く
り

課
健
康
づ
く
り
係
主
幹
）
昇

任
■
住
民
経
済
部

□
商
工
振
興
課
企
業
誘
致
係

長
　
石
川
　
肇
（
議
会
事
務

局
庶
務
係
長
兼
議
事
調
査
係

長
）

□
商
工
振
興
課
商
工
振
興
係

長
　
中
村
　
真
（
監
査
委
員

事
務
局
監
査
係
長
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
土
木
係
長
　
岩
瀬
善

一
（
都
市
建
設
部
建
築
課
建

築
係
長
）

□
建
築
課
建
築
係
長
　
浦
野
泰

広
（
都
市
建
設
部
建
築
課
建

築
係
主
幹
）
昇
任

■
生
活
環
境
部

□
環
境
課
環
境
係
長
兼
衛
生
セ

ン
タ
ー
所
長
　
根
岸
典
生

（
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課

区
画
整
理
係
長
）

□
水
道
課
水
道
係
総
括
技
官
　

青
木
　
明
（
生
活
環
境
部
水

道
課
水
道
係
主
幹
）
昇
任

□
会
計
課
出
納
審
査
係
長
　
遠

藤
由
江
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

長
）

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
　
竹
田
淳
一
（
教
育
部
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
主

幹
）
昇
任

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
管
理
係

長
　
柿
沼
理
恵
子
（
教
育
部

生
涯
学
習
課
公
民
館
管
理
係

主
幹
）
昇
任

□
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
兼
議

事
調
査
係
長
　
並
木
　
守

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
長
）

□
監
査
委
員
事
務
局
監
査
係

長
　
宮
澤
正
彦
（
健
康
推
進
部

長
寿
支
援
課
長
寿
支
援
係
長
）

【
課
員
】

■
総
務
部

□
総
務
課
　
徳
山
真
樹
子
（
生

活
環
境
部
環
境
課
）、川
島
彰

子
（
財
務
部
収
納
課
）

□
総
務
課
課
付
　（
群
馬
県
派

遣
）
高
溝
　
透
（
生
活
環
境

部
環
境
課
）、
岡
田
輝
美
（
再

任
用
）

□
安
全
安
心
課
　
久
間
田
一
樹

（
新
規
採
用
）

■
企
画
部

□
企
画
課
　
天
笠
良
祐
（
社
会

福
祉
部
福
祉
課
）

□
国
際
協
働
課
兼
住
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
　
松
森
裕
子

（
生
活
環
境
部
下
水
道
課
）、

木
月
健
太
（
健
康
推
進
部
長
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寿
支
援
課
）

■
財
務
部

□
財
政
課
　
内
田
真
一
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
図
書
館
）、遠

藤
　
悠（
総
務
部
総
務
課
付
）

□
税
務
課
　
新
井
　
貴
（
企
画

部
広
報
情
報
課
）、久
保
田
晃

広
（
総
務
部
総
務
課
付
）
、
久

保
田
夏
美
（
健
康
推
進
部
国

民
健
康
保
険
課
）

□
収
納
課
　
塚
本
悦
子
（
教
育

部
学
校
教
育
課
）、木
村
俊
一

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
公
民

館
）、上
原
大
明（
新
規
採
用
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
　
糸
澤
祐
希
（
財
務

部
税
務
課
）、勅
使
河
原
千
里

（
新
規
採
用
）

□
高
齢
福
祉
課
　
内
田
夕
子

（
健
康
推
進
部
長
寿
支
援

課
）、
湯
澤
孝
太
郎
（
健
康
推

進
部
長
寿
支
援
課
）

□
子
育
て
支
援
課
　
林
　
寛
昭

（
健
康
推
進
部
国
民
健
康
保

険
課
）、 
山
理
絵
（
社
会
福

祉
部
子
育
て
支
援
課
南
保
育

園
）

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
　

江
原
　
彩
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
西
保
育
園
）、藤

田
奈
々
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
西
保
育
園
）、近
末

郁
美
（
社
会
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
西
児
童
館
）、押
山
綾

子
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
西
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
　

千
金
楽
卓
哉
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
）、

小
堀
優
子
（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
　

根
岸
瑠
美
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
北
保
育
園
）、君

島
美
鈴
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
南
児
童
館
）、平
井

理
絵
（
社
会
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
北
保
育
園
）

■
健
康
推
進
部

□
国
保
介
護
課
　
石
井
美
智
子

（
健
康
推
進
部
国
民
健
康
保

険
課
）、
久
保
田
真
澄
（
健
康

推
進
部
長
寿
支
援
課
）、矢
島

奈
美
子
（
健
康
推
進
部
国
民

健
康
保
険
課
）、内
田
慎
太
郎

（
総
務
部
安
全
安
心
課
）、
増

田
優
子
（
社
会
福
祉
部
福
祉

課
）、
持
田
直
樹
（
健
康
推
進

部
国
民
健
康
保
険
課
）、今
野

未
波
（
健
康
推
進
部
長
寿
支

援
課
）、
渡
辺
智
文
（
新
規
採

用
）、原
田
康
貴（
新
規
採
用
）

□
健
康
づ
く
り
課
　
岡
部
仁
美

（
健
康
推
進
部
長
寿
支
援
課
）

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
　
服
部
和
代
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
）、栗

原
健
児
（
大
泉
町
外
二
町
環

境
衛
生
施
設
組
合
）、福
澤
ひ

と
み
（
新
規
採
用
）

□
商
工
振
興
課
　
村
本
美
保

（
住
民
経
済
部
住
民
課
）、
井

上
千
恵
子
（
住
民
経
済
部
商

工
課
）、
川
島
聡
美
（
住
民
経

済
部
商
工
課
）、横
田
い
づ
み

（
住
民
経
済
部
商
工
課
）、
齊

藤
輝
男
（
住
民
経
済
部
商
工

課
）、
城
代
裕
基
（
住
民
経
済

部
商
工
課
）、
狩
野
大
樹
（
住

民
経
済
部
商
工
課
）

■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
　
青
木
和
紀
（
財
務

部
収
納
課
）

□
都
市
整
備
課
　
側
島
正
太

（
企
画
部
国
際
協
働
課
）

■
生
活
環
境
部

□
環
境
課
　
内
田
直
希
（
財
務

部
財
政
課
）、
町
田
保
奈
実

（
新
規
採
用
）

□
下
水
道
課
　
武
藤
晴
美
（
教

育
部
生
涯
学
習
課
図
書
館
）

□
水
道
課
　
若
林
孝
幸
（
教
育

部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
）、

山
岸
洋
平
（
新
規
採
用
）

■
教
育
部

□
学
校
教
育
課
　
前
田
　
修

（
新
規
採
用
）、荻
野
公
子（
企

画
部
企
画
課
）

□
生
涯
学
習
課
　
提
橋
啓
子

（
議
会
事
務
局
）

□
生
涯
学
習
課
公
民
館
　
渡
辺

智
久
（
住
民
経
済
部
商
工

課
）、
木
村
寛
誉
（
財
務
部
収

納
課
）

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
　
田
中

郁
子
（
財
務
部
税
務
課
）

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
　
小

林
明
美
（
生
活
環
境
部
水
道

課
）、
坂
本
泰
斗
（
教
育
部
生

涯
学
習
課
）

■
議
会
事
務
局
　
畢
田
恵
梨

（
住
民
経
済
部
住
民
課
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合（
派
遣
）　
三
井
小
百

合
（
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化

振
興
課
）

【
退
職
者
】（
３
月
　
日
付
け
）

３１

　
岡
田
輝
美
（
社
会
福
祉
部

長
）、
持
田
健
司
（
健
康
推
進
部

長
）、
岩
瀬
幹
雄
（
教
育
部
副
部

長
兼
生
涯
学
習
課
長
）、久
保
田

松
江
（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く

り
課
長
）、
岸
浪
良
二
（
都
市
建

設
部
土
木
課
長
）、
柴
﨑
誠
一

（
教
育
部
学
校
教
育
課
長
）、
荻

野
貴
代
美
（
社
会
福
祉
部
子
育

て
支
援
課
南
保
育
園
長
）、大
塚

悦
代
（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支

援
課
西
保
育
園
長
）、岡
田
い
づ

み
（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く
り

課
健
康
づ
く
り
係
長
）、立
花
典

之
（
教
育
部
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
長
）、
久
保
田
恵
一
（
企

画
部
企
画
課
主
査
（
群
馬
県
交

流
職
員
））、
池
田
　
誠
（
大
泉

町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設
組
合

主
幹
（
派
遣
））

新規採用職員
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【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　３月４日～１４日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０８２マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４０マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　３月５日、２４日に町内２か所の浄配水場と、

４月１日に東部地域水道事務所（千代田町）

で放射性物質の検査を行った結果、それぞれ

放射性物質は検出されず、飲用に支障がない

ことが確認されています。

【被災者への支援（３月３１日現在）】

□義援金総額　１,７３８万４１６円

東日本大震災関連情報
□
町
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
登
録
方

法
　
安
全
安
心
課
へ
直
接
、
ま

た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

し
込
む

※
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課
（
内

線
２
２
４
）
へ
。　

　
第
　
区
の
民
生
委
員
さ
ん
が
、

２０

４
月
１
日
か
ら
代
わ
り
ま
し
た
。

□
新
し
い
民
生
委
員

　
 松
  本
  光
  男
 さ
ん
　

ま
つ
 
も
と
 
み
つ
 
お

緯
　
・
６
２
６
４

６３

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
う
、

お
も
ち
ゃ
の
病
院
を
開
院
し
ま
す
。

【
会
場
①
】

□
期
日
　
５
月
　
日
・
６
月
８
日
・

１１

７
月
　
日
・
８
月
　
日
・
９
月

１３

１０

　
日
（
毎
月
第
２
日
曜
日
）

１４
□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
太
田
市
外
三
町
広
域
清

掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
太
田
市
細
谷
町
６
０
４
の
１
）

□
対
象
　
太
田
市
・
大
泉
町
・
邑

楽
町
・
千
代
田
町
に
在
住
ま
た

は
在
勤
の
人

【
会
場
②
】

□
期
日
　
５
月
４
日
・
６
月
１
日
・

７
月
６
日
・
８
月
３
日
・
９
月

７
日
（
毎
月
第
１
日
曜
日
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
邑
楽
町
・
千
代

田
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

【
共
通
事
項
】

□
内
容
　
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の
修

理（
持
ち
込
み
は
１
人
２
点
ま
で
）

□
費
用
　
無
料（
部
品
代
は
実
費
）

※
希
望
者
は
当
日
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、環
境
課

（
内
線
１
３
２
）、ま
た
は
太
田
市
外

三
町
広
域
清
掃
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ（
緯
　
・
７
９
８
０
）、い
ず

３３

み
の
杜（
緯
　
・
０
０
３
５
）
へ
。

２０

□
期
日
　
５
月
　
日
　

１８

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～

１０

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
対
象
　
戸
籍
上
昭
和
　
年
に
結

３９

婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
該
当
と
な
る
ご
夫
婦
に
は
、
案

内
を
送
付
し
ま
す
が
、
万
が
一
送

付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、
高
齢

福
祉
課（
緯
　
・
２
６
３
１
）へ
。

５５

　
町
で
は
、
防
犯
・
災
害
情
報
な

ど
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
大
泉

町
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
４
月
１
日
よ
り
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
気
象
警
報
発
令
や
震
度
情

報
な
ど
を
い
ち
早
く
町
安
全
・
安

心
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
た
め
、
自

動
起
動
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
の

で
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
に

ご

登

録

く

だ

さ

い

安
全
安
心
課

お

も

ち

ゃ

の

病

院

環
境
課

　
区
民
生
委
員
さ
ん
が

２０代

わ

り

ま

し

た

福
祉
課

合

同

金

婚

式

を

開

催

し

ま

す

高
齢
福
祉
課

昨年の様子
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□
期
日
　
４
月
　
日
　
～
　
日
　

２１

（月）

２５

（金）

□
時
間
　
午
後
３
時
～
４
時

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

※
詳
し
く
は
、
北
児
童
館
（
緯
　
・
６３

３
８
２
０
）
へ
。

　
町
で
は
、
雪
害
に
伴
う
廃
棄
物

の
受
入
れ
期
限
を
平
成
　
年
９
月

２６

　
日
　
ま
で
延
長
し
ま
す
。

３０

（火）

□
受
入
期
限
　
９
月
　
日
　
ま
で

３０

（火）

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
。た
だ
し
、

第
３
土
曜
日
は
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
）

□
受
入
時
間
　

・
午
前
９
時
～
　
時
　
分

１１

３０

・
午
後
１
時
～
４
時

□
受
入
場
所
　
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
上
小
泉
３
３
０
の
１
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

３
２
）
へ
。

　
あ
な
た
の
医
療
・
年
金
・
介
護
・

子
育
て
を
守
る
た
め
、
消
費
税
の

ご
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
回

の
消
費
税
引
き
上
げ
分
は
全
て
医

療
・
年
金
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
中
小
企
業
庁
（
緯

　
・
３
５
０
１
・
１
５
１
１
）
へ
。

０３

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２６

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学
校
生

物
生
産
南
棟
周
辺
（
北
小
泉
２

の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目
（
品
物
が
売
り
切
れ

し
だ
い
終
了
）

・
野
菜
部
門
…
ナ
ス
苗
、
ピ
ー
マ

ン
苗
、
ト
マ
ト
苗
、
キ
ュ
ウ
リ

苗
な
ど

・
草
花
部
門
…
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
、

そ
の
他
花
壇
苗
、
鉢
物
、
寄
せ

植
え
鉢
な
ど

・
バ
イ
オ
部
門
…
イ
ン
ビ
ト
ロ
プ

ラ
ン
ト

・
食
品
部
門
…
ミ
ル
ク
ー
ル（
乳
酸

飲
料
）、塩
こ
う
じ
、焼
き
そ
ば

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
庭
木
、
花
木
苗
木
、

果
樹
苗
木

※
詳
し
く
は
、
県
立
大
泉
高
等
学

校
（
緯
　
・
３
５
６
４
）
へ
。

６２

□
期
日
　
５
月
４
日
　（
小
雨
決
行
）

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

【
苗
木
配
布
会
】

　
デ
コ
ポ
ン
、
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ

ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
オ
リ
ー
ブ
、

キ
ン
グ
サ
リ
の
苗
木
を
各
１
０
０

本
配
布
し
ま
す
。

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
苗
木
　
本

１０

６０

（
先
着
３
０
０
人
）

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
苗
木
　

３０

４０

本
（
先
着
２
０
０
人
）

【
花
苗
の
配
布
】

　
ミ
ニ
バ
ラ
、
ミ
ニ
ガ
ー
ベ
ラ
な

ど
、
５
種
類
の
花
苗
を
各
　
本
配

５０

布
し
ま
す
。

□
時
間
・
配
布
数

・
午
前
　
時
～
…
各
苗
　
本
（
先

１０

３０

着
１
５
０
人
）

・
午
後
０
時
　
分
～
…
各
苗
　
本

３０

２０

（
先
着
１
０
０
人
）

【
共
通
事
項
】

□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
い
た

だ
い
た
人

※
そ
の
ほ
か
、
寄
せ
植
え
教
室
、

み
ど
り
の
相
談
室
、
庭
木
の
植
え

方
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

こ
い
の
ぼ
り
を
作
ろ
う

北
児
童
館

４
月
よ
り
消
費
税
が

８
％
に
な
り
ま
し
た

中
小
企
業
庁

情報情報くらしの Information

み

ど

り

の

集

い

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

雪
害
に
伴
う
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
期
限
の
延
長

環
境
課

春

の

泉

農

フ

ェ

ア

野
菜
苗
・
草
花
苗
即
売
会

県
立
大
泉
高
等
学
校

□納期限　４月３０日昌

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　１期

※口座の再振替で納付した場合、一定金

額を超えると延滞金がかかる場合があり

ますので、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　４月１６日、２３日、３０日およ

び５月７日、１４日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　４月１２日、１９日、２６日およ

び５月３日、１０日、１７日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこと

もありますので、事前にご確認くださ

い。詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

前月対比３月末日現在の数

－４８４０,７３２　人
人 口

(＋８７)(６,１４７　人)
－９２１,０９１　人

男
(＋５５)(３,２５７　人)
－３９１９,６４１　人

女
(＋３２)(２,８９０　人)
＋５７１７,８３４世帯

世帯数
(＋６２）(３,０６３世帯)

出  生　２３人　　死  亡　３５人
(　)内は外国人数・世帯数

平成２６年累計３月分

３（１）件１（０）件△火 災 発
生 （　）内は建物火災

調査中０円△損 害 額

３５９件１１３件△救急出動
４４件１６件 煙交通事故
２３４件７２件 煙急 病
８１件２５件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯
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□
支
援
す
る
団
体
　
構
成
員
が
　１０

人
以
上
の
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
で
、
４
月
か

ら
平
成
　
年
２
月
末
ま
で
の
間

２７

に
３
回
以
上
、
館
林
市
お
よ
び

邑
楽
郡
内
で
活
動
を
行
う
団
体

□
支
援
す
る
活
動
　

①
花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
ど

こ
で
も
花
い
っ
ぱ
い
作
戦
）
…

道
路
や
河
川
に
お
け
る
除
草
、

花
緑
の
植
栽
、
側
溝
の
清
掃
、

公
共
施
設
に
お
け
る
花
緑
の
植

栽
（
公
共
施
設
内
の
除
草
は
対

象
外
）

②
耕
作
放
棄
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
…

耕
作
放
棄
地
に
お
け
る
花
の
景

観
づ
く
り
（
草
花
な
ど
の
導

入
）、農
業
用
用
排
水
路
に
お
け

る
除
草
、
水
路
清
掃
、
花
緑
の

植
栽
な
ど

③
里
山
・
平
地
林
ク
リ
ー
ン
作
戦
…

里
山
平
地
林
に
お
け
る
下
草
刈

り
、
植
栽
、
県
産
材
な
ど
に
よ
る

簡
易
な
柵
、看
板
の
設
置
な
ど

□
助
成
金
額
　
２
万
円
（
一
律
）

□
申
込
方
法
　
所
定
の
申
請
書

（
土
木
事
務
所
、役
場
土
木
課
に

あ
り
ま
す
）
に
記
入
の
上
、
館

林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係
へ

直
接
、
ま
た
は
郵
送
（
〒
　
０
３７４

０
５
２
　
館
林
市
栄
町
　
の
２３

１
）
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　
（
当

３０

（金）

日
消
印
有
効
）

□
注
意
事
項

・
①
～
③
の
活
動
に
お
い
て
、
必

ず
県
が
管
理
す
る
道
路
や
河

川
、
公
共
施
設
な
ど
が
実
施
箇

所
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
（
今
年
度
か
ら
の
変

更
点
で
す
）

・
同
一
団
体
で
①
～
③
の
活
動
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
の
活

動
の
み
の
申
請
と
な
り
、
複
数

の
活
動
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

・
空
き
缶
・
ご
み
拾
い
は
支
援
の

対
象
外
で
す

※
申
請
書
は
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.pref.g

unm
a
.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
館
林
土
木
事
務
所
施

設
管
理
係（
緯
　
・
４
３
５
５
）へ
。

７２

　
健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、

昨
年
、
健
康
保
険
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
準
備
金

を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
据
え
置

き
ま
す
が
、
介
護
給
付
費
が
年
々

増
加
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）よ
り
引
き
上
げ
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
３
月
分
（
４

月
納
付
分
）
の
介
護
保
険
料
が
、

現
在
の
料
率
１
・
　
％
か
ら
１
・

５５

　
％
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
ご
理

７２解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
群
馬
支
部
（
緯
０
２
７
・
２
１

９
・
２
１
０
０
）
へ
。

■
一
輪
車
ク
ラ
ブ

□
期
日
　
土
曜
日
（
月
１
回
）

□
時
間
　
午
後
２
時
～
３
時

□
対
象
　
小
学
２
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
２５

■
工
作
ク
ラ
ブ

□
期
日
　
土
曜
日
（
月
１
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

□
対
象
　
小
学
１
年
生
～
３
年
生

□
定
員
　
　
人
１５

■
卓
球
ク
ラ
ブ

□
期
日
　
月
曜
日
（
月
２
回
）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
１０

■
将
棋
ク
ラ
ブ

□
期
日
　
水
曜
日
（
月
４
回
）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
４５

□
対
象
　
小
学
１
年
生
～
６
年
生

□
定
員
　
　
人
１０

■
エ
コ
ク
ラ
ブ

□
期
日
　
土
曜
日
（
月
１
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

□
対
象
　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

■
共
通
事
項

□
募
集
開
始
日
　
４
月
　
日
　

２６

（土）

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切

り
）

※
詳
し
く
は
、
北
児
童
館
（
緯
　
・
６３

３
８
２
０
）
へ
。

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン

作

戦

活

動

団

体

館
林
土
木
事
務
所
施
設
管
理
係

　魅惑のビッグバンドが文化むらに登場！　

ハワイアンからアメリカン・ポップスまで、

ダンス・バンド黄金時代の名曲の数々が、鮮

やかによみがえります。

□期日　７月３０日昌

□時間　午後６時３０分開演(午後６時開場)

□場所　文化むら大ホール（朝日５－２４－１）

□曲目　波路はるかに、峠の幌馬車、ブルー

ハワイ、真珠貝の歌　ほか

□チケット発売開始日時　４月２６日松　午前

８時３０分～（電話受付は１０時～）

□費用　３，０００円（全席指定、未就学児は入

場できません）

※この公演の入場料は、宝くじの助成により

特別料金となっています。詳しくは、文化む

ら（緯６３・７７３３）へ。

ビリー・ヴォーン・
オーケストラ２０１４

北
児
童
館
ク
ラ
ブ
員

北
児
童
館

宝くじ文化公演

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料

率
が
変
更
に
な
り
ま
す

全
国
健
康
保
険
協
会
群
馬
支
部
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定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
４月１７日昭・２４日昭・

５月８日昭・１５日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
５月１３日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

情報情報くらしの Information

　
大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
基

礎
的
な
日
常
会
話
な
ど
、
こ
れ
か

ら
英
会
話
を
習
い
た
い
人
に
向
け

た
初
級
レ
ベ
ル
の
英
会
話
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
　
日
～
７
月
３
日

１５

（
毎
週
木
曜
日
　
全
８
回
）

□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

□
場
所
　
町
公
民
館
第
２
講
座
室

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
（
た
だ
し
、
大
泉
町
在
住
・

在
勤
の
人
が
優
先
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
国
際
交
流
協

会
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
４
月
　
日
　

２１

（月）

□
費
用
　
２
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
）

※
詳
し
く
は
、
大
泉
国
際
交
流
協

会
（
緯
０
８
０
・
６
８
１
２
・
０

１
５
２
）
へ
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
病
気
や
け
が
に

襲
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
応
急
手

当
の
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
１
日
か
ら
主
に
小
児
・
乳

児
・
新
生
児
を
対
象
と
し
た
普
通

救
命
講
習
Ⅲ
と
、
小
学
生
中
高
学

年
か
ら
受
講
で
き
る
救
命
入
門

コ
ー
ス
が
追
加
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
事
前
学
習

（
ｅ
―
ラ
ー
ニ
ン
グ
）を
行
う
こ
と

に
よ
り
講
習
時
間
の
短
縮
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

【
救
命
講
習
一
覧
】

■
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
（
主
に
成

人
）・
A
E
D
取
り
扱
い
・
止
血

法
□
講
習
時
間
　
３
時
間

■
普
通
救
命
講
習
Ⅱ

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
（
主
に
成

人
）・
A
E
D
取
り
扱
い
・
止
血

法
・
効
果
確
認

□
講
習
時
間
　
４
時
間

■
普
通
救
命
講
習
Ⅲ

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
（
小
児
・

乳
児
・
新
生
児
）・
A
E
D
取
り

扱
い
・
止
血
法

□
講
習
時
間
　
３
時
間

■
救
命
入
門
コ
ー
ス

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
（
主
に
成

人
）・
A
E
D
取
り
扱
い

□
講
習
時
間
　
１
時
間
　
分
３０

■
上
級
救
命
講
習

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
（
全
年

齢
）・
A
E
D
取
り
扱
い
・
止
血

法
・
搬
送
法
・
体
位
管
理
法
な

ど
□
講
習
時
間
　
８
時
間

■
応
急
手
当
講
習

□
内
容
　
応
急
手
当
全
般
（
心
肺

そ
生
法
・
A
E
D
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
中
学
生
以
上
）

□
講
習
時
間
　
３
時
間
未
満

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.cit

y.ota
.g
unm
a
.jp/0
0
5
g
yosei/0

1
5
0

-0
0
1
shoub

ou/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、太
田
市
消
防
本
部
警
防
課（
緯

　
・
０
２
０
３
）
へ
。

３３□
財
政
調
整
基
金

・
３
万
円
　
　
　
　
　
野
村
王
男

・
　
万
７
５
２
５
円
　
　
エ
ム
・

７７

（株）

エ
ス
・
エ
ー

□
学
校
教
育
へ

・
小
学
校
新
入
学
児
童
氏
名
ゴ
ム

印（
計
３
３
１
個
）　
金
子
印
店

□
町
社
会
福
祉
へ

・
　
万
円
　
大
泉
社

１０交
ダ
ン
ス
同
好
会

一
同

初

級

英

会

話

講

座

大
泉
国
際
交
流
協
会

救

命

講

習

太
田
市
消
防
本
部
警
防
課
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使われ始めました。シャープな外観と地震に強い

鉄筋コンクリートの外装でありながら、内装は完

全に木造で、温かみを感じられる校舎となってい

ます。また、教室と廊下との壁がスライド式のた

め、有事の際は広いス

ペースを確保でき、避難

所などとしても利用でき

る工夫がなされていま

す。震災から得た教訓を

少しでも生かせるような

工夫は、見学しながら大

変考えさせられました。

　3月に入りましたが、鏡石町はまだ寒く、春が

待ち遠しく感じられます。こちらに来てから早く

も一年。鏡石町は本当に自然豊かで、四季の変化

をはっきりと感じることができるすばらしい土地

です。県を越えて、長期間他の自治体で仕事をす

るという経験はなかなかできないことであり、ま

た、別の地域の文化に触れられたことはとてもよ

い経験になったと思っています。

　さて、今回は、震災から3年目の日を前に完成

した、鏡石町立第一小学校を紹介します。こちら

は、震災で被害を受け、長期間改築工事をしてい

ましたが、2月の初旬に完成し、10日から実際に

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、

現地のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

鏡石町派遣日記
いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河

１２

鏡石町立第一小学校

　３月１６日、文化むらで開催された“四季の不

思議シリーズ”にゲストとして出演しました。

□村山町長のコメント　「今までに経験の

ない装束を身につけ、格調高いイベントへの

お招きに、待ち時間から極度の緊張感でした

が、貴重な体験をさせていただきました」

みんなのみんなの
イラストイラスト

蝋
梅
に
心
 盗
 ら
れ
て
立
ち
つ
く
す

と久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

雪
掻
や
何
年
振
り
に
汗
を
か
く

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

春
雪
に
笑
顔
の
似
合
う
友
逝
け
り

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

友
逝
き
て
遠
く
か
が
や
く
梅
月
夜

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

大
雪
や
欠
礼
を
詫
ぶ
友
の
葬

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

想
い
出
も
雪
に
積
り
て
 句
  友
 逝
け
り

と
 

も

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

亡
き
夫
へ
来
る
旅
便
り
花
便
り

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

隣
人
愛
感
謝
が
溶
か
す
雪
の
道

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
N
　
い
ち
ご

▼

Ｐ
・
N
　
ケ
ー
タ

▼

Ｐ
・
N
　
パ
ン
ダ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
奈
菜
子
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

春
さ
む
し
世
界
を
沸
か
す
ソ
チ
五
輪

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６
－

い
ず
み
俳
壇

－

春
の
雨
数
多
の
未
来
ほ
ぐ
れ
初
む

林
　
宣
子
（
１
区
）

佐
保
姫
の
横
顔
み
た
り
愁
い
あ
り

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

渡
良
瀬
の
正
造
翁
や
野
火
た
け
る

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

春
寒
や
地
震
の
傷
跡
な
お
深
し

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

町
医
者
に
句
友
と
出
会
ふ
春
の
風
邪

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

道
し
る
べ
寒
風
に
ゆ
れ
み
ぎ
ひ
だ
り

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

巡
禮
の
み
ち
の
く
訛
り
三
月
来

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

ほ
ろ
苦
き
恋
の
味
な
る
蕗
の
薹

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

鶯
や
口
笛
吹
き
て
真
似
て
み
る

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

凍
て
つ
く
や
無
垢
な
る
彼
方
君
が
居
る

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

－

や
よ
い
短
歌
会

－

静
か
な
る
朝
を
迎
え
て
息
を
の
む

白
一
色
に
ね
む
り
し
世
界
に

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

孫
の
ひ
な
飾
れ
る
部
屋
に
満
作
の

寄
り
添
う
ご
と
く
ほ
の
か
に
香
る

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

待
つ
人
の
喜
ぶ
声
を
聞
き
た
く
て

柿
に
た
っ
ぷ
り
寒
肥
や
り
つ

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

昇
る
陽
に
光
の
バ
ト
ン
渡
す
ご
と

満
月
西
の
空
に
と
け
こ
む

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

ゆ
ず
り
合
い
雪
で
せ
ば
ま
る
歩
道
行
き

見
上
げ
る
空
に
白
き
雲
浮
く

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

花
の
な
き
季
節
に
一
本
の
寒
椿

朱
の
花
咲
き
庭
を
い
ろ
ど
る

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

月
山
の
霧
に
な
び
け
る
草
も
み
ぢ

風
は
下
よ
り
吹
き
上
り
来
て

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

満
作
の
花
咲
く
庭
に
消
え
残
る

汚
れ
し
雪
の
硬
く
緊
り
ぬ

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

 声
  高
 に
部
屋
に
入
り
来
る
看
護
師
は

こ
わ
 だ
か

ベ
ッ
ド
の
吾
に
安
ら
ぎ
く
る
る

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

雪
と
け
て
庭
の
福
寿
草
変
り
な
く

黄
色
の
 花
  弁
 大
き
く
開
け
り

は
な
 び
ら

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

雪
の
中
雫
ま
と
ひ
て
立
ち
あ
が
る

福
寿
草
の
花
光
を
弾
く

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

人
住
ま
ず
五
年
を
過
ぎ
し
我
が
生
家

甥
家
族
住
み
あ
か
り
の
灯
る

村
田
厚
子
（
２
区
）

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
モ
ー
ち
ゃ
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ゆ
い
た
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
は
る
ち
ゃ
ん

▼

匿
名
希
望

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
く
ま
ち
ゃ
ん

▼

Ｐ
・
N
　
な
が
ち
ー

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
う
さ
ぎ
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広報クイズ

①施政方針に入っていないもの （伺２ページ）
　佳守る 加支える 可伝える

②勇気・思いやり・○○ （伺８ページ）
　佳協力 加団結 可健康

③福祉タクシー券は１か月あたり○枚を交付 （伺１４ページ）
　佳２ 加３ 可４

④高齢者デマンド交通の愛称 （伺１７ページ）
　佳あおぞら 加そよかぜ 可ほほえみ

⑤○○英会話講座 （伺２５ページ）
　佳初級 加中級 可上級

☆「ゴールデンウィークの思い出」を教えてください

（お答えの中から、広報おおいずみに掲載させてい

ただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　４月２５日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□３月号の正解

　①－研、②－加、③－加、④－可、⑤－研
□応募総数　９１通で正解は８７通でした

□当選者（敬称略）

金子郁恵（１区）、渡部　翔（１区）、浜野修一（２区）

渡辺美子（３区）、穴原弘子（５区）、藤井由紀子（６区）

小川愛凜（１４区）、工藤千晶（１４区）、小林アイ子（１５区）

萩原和恵（１７区）、今　トシ子（１８区）、宇田淑江（１８区）

内田真由美（２０区）、秋草安美（２２区）、佐藤　進（２２区）

鶴林勝子（２３区）、大塚洸希（２７区）、小野寺かをる（２７区）

関口充代（２７区）、横田智弥（２８区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！
私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
３
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
入
学
式
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
孫
が
小
学
校
入
学
式
の
日
に

参
加
し
た
時
。　

年
前
の
娘
の

３８

入
学
式
を
思
い
出
し
て
感
無
量

致
し
ま
し
た
。権

藤
春
花
（
　
区
）

１８

　
小
学
校
の
入
学
式
は
、
と
て

も
き
ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
す
。
４
月
に
は
中

学
生
で
す
。
中
学
の
入
学
式
、

制
服
を
着
る
の
が
楽
し
み
で

す
。天
気
が
い
い
と
い
い
な
ぁ
。

金
子
昌
樹
（
１
区
）

　
長
男
が
小
学
校
に
入
学
し
た

日
、
今
に
も
降
り
そ
う
な
雨
の

中
、
先
生
を
先
頭
に
歩
い
て
親

子
で
下
校
す
る
予
定
が
、「
く
つ

が
な
い
」。記
名
し
て
あ
る
の
に

誰
か
間
違
え
た
よ
う
で
、
大
き

な
く
つ
が
残
っ
た
だ
け
。
や
っ

と
見
つ
か
り
、　

分
く
ら
い
遅

３０

れ
て
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
ち
ゃ
ん

と
名
前
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
フ
＊
ラ
ブ

　
高
校
生
の
時
、
帰
り
雨
に
降

ら
れ
新
品
の
制
服
が
ズ
ブ
濡
れ

に
な
っ
た
思
い
出
も
今
は
な
つ

か
し
い
で
す
。

匿
名
希
望

【
ご
意
見
】

　
施
設
名
と
問
い
合
わ
せ
先
だ

け
で
は
な
く
、
使
用
料
金
も
載

せ
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
　
区
　
女
性
）

１４

【
広
報
情
報
課
よ
り
回
答
】

　
各
施
設
の
料
金
と
な
り
ま
す

と
量
が
膨
大
で
あ
り
、
紙
面
の

都
合
上
、
載
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

糸
　
年
前
を
思
い
出
し
て

３８

糸
中
学
校
も
楽
し
み

「
入
学
式
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！

糸
皆
さ
ん
気
を
つ
け
て

糸
今
は
な
つ
か
し
い

３
月
　
日
号
の
使
用
料
変
更

１０

の
記
事
に
関
し
て
の
ご
意
見
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夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

将
来
の
夢
は
？

体
操
選
手
に
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
、
メ
ダ
ル

を
家
族
に
か
け
て
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
今
は
毎

日
の
よ
う
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

得
意
な
ゆ
か
は
新
し
い
技
に
挑
戦

し
、
苦
手
な
あ
ん
馬
は
「
前
よ
り

も
回
転
を
１
回
で
も
増
や
そ
う
」

と
集
中
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
し
て
、
苦
手
を
克
服
し
、

今
ま
で
よ
り
も
難
し
い
技
が
で
き

る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

学
校
・
学
年
は
？

北
小
学
校
の
６
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
休

み
時
間
に
は
友
だ
ち
と
よ
く
、

サ
ッ
カ
ー
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど

を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
授
業
で

は
、
理
科
の
実
験
が
お
も
し
ろ
い

で
す
。
ま
た
、
体
育
も
好
き
な
の

で
、
５
年
生
の
と
き
に
は
体
育
委

員
会
に
所
属
し
、
体
育
集
会
や
縄

飛
び
大
会
な
ど
の
行
事
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
ま
し
た
。

 杉  山  氷  座 さん　（１１歳）
すぎ やま こお ざ

好きなこと

音楽を聴いたり、ゲームをしたりすることです。

特に家ではリラックスして過ごしています。

自分の性格

自分では負けず嫌いだと思います。みんなからは

明るく元気で人見知りをしないと言われます。

体
操
選
手
に
な
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い

大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

歌と踊りが大好きで、よく

変顔をするおもしろくて元

気な子。

好きなものは？

いちごが大好物。それに、お

姉ちゃん、お兄ちゃんが大

好きです。ほかにも、ネコや

恐竜が大好きで、よくもの

まねをしています。

パパ・ママからひとこと

たくさん食べて、たくさん

笑って、元気いっぱいの女

の子に育ってね。

 我  妻  実  咲 ちゃん
わが つま み さき

（２８区・２歳）

【
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
】

　
い
ず
み
の
杜
近
く
に
あ
る
遊
歩

道
「
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
は
、
平

成
５
年
に
「
ふ
れ
あ
い
の
里
整
備

事
業
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の

で
す
。
同
じ
事
業
で
西
側
の
通
り

と
長
沼
町
営
住
宅
の
南
側
の
通
り

も
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
遊
歩
道
と
合
わ
せ
る
と
１
０
９

０
ｍ
も
あ
り
ま
す
。
春
は
御
正
作

公
園
の
桜
、
初
夏
に
は
常
光
寺
遊

水
池
で
あ
じ
さ
い
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
こ
の
歩
道

を
歩
き
な
が
ら
季
節
を
感
じ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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３月２３日、「ラグビーとブラジルの街　大泉おや

こ探検！」が行われました。参加者は、いずみ緑

道花の広場で開催された「 活 きな世界のグルメ横
い

丁」を散策した後、三洋電機体育館に移動。映画「グ

ラス☆ホッパー」を鑑賞し、タグラグビーを体験

しました。参加した子どもは、「走って疲れたけど

楽しかった」と笑顔で話してくれました。

各国の料理とラグビーを
楽しみました

大泉おやこ探検！

強
風
の
中
、
選
手
た
ち
に

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た

３月２１日、いずみ総合公園町民野球場でＢＣリーグ「群馬ダイヤモンドペガサス対

信濃グランセローズ」の今季初のオープン戦が行われました。強風の中の試合でした

が、群馬ダイヤモンドペガサスに今年加入したアレックス・ラミレス選手も出場し、

観客席からは大きな声援が送られ、観戦していたファンからも「これからの活躍が楽

しみです」と期待する声が聞かれました。

　
群
馬
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ペ
ガ
サ
ス
　
オ
ー
プ
ン
戦
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広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

巧みな話術で会場は
笑いの渦に！

３月９日、町公民館で「公民館スプリングフェ

スティバル」が行われました。今回は、落語家

の 三  遊  亭  白  鳥 さんが講師として登場し、講演と
さん ゆう てい はく ちょう

落語を披露。白鳥さんの巧みな話術で、会場は、

訪れた多くの人の笑い声で包まれ、大きな盛り

上がりをみせていました。

公民館スプリングフェスティバル

ニュースポーツ教室

関東唯一の特殊行事に
多くの参拝客が訪れる

春の社日大祭

３月２３日、社日稲荷神社で「春の社日大祭」が

行われました。関東地方で唯一の特殊神事であ

る「 探  湯 神事」は、神官が笹を持って釜中を探
くが たち

り全身に浴して信託を仰ぐ神事です。神事の終

わった後、神事で使われた笹や麻はそれぞれ厄

除けと安全御守として参拝者に配られました。

特徴的な形のボール
上手に打てるかな

３月１５日、町民体育館で「体験！　ニュースポー

ツ教室」が行われました。参加者は、直径約90

㎝ ほどの楕円形をした柔らかいボールを使用

するヘルスバレーボールを体験。参加した男の

子は、「形が変わっているので打つのが難しいけ

れど、楽しかったです」と話していました。

３月１６日、文化むらで「四季の不思議　探索シ

リーズ」が行われました。各団体が四季の美し

さを映像と音楽で表現した 箏 や舞などを披露
そう

し、会場は和やかな雰囲気に包まれました。ま

た、村山町長が司会の松井美紀さんと対談をし、

「美しい大泉町」について話をされました。

四季の不思議　探索シリーズ

映像と音楽で
表現した「四季」
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企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

住　　　所：大泉町大字吉田１２２２

会社の概要：１９７０年に操業開始し、冷凍食品の

「シューマイ」「ギョーザ」などを販売していま

す。現在、従業員数は約５００人、敷地面積は

３３，０００㎡。２０１３年８月、環境に配慮した太陽光

パネルやノンフロンの冷凍設備などを備えた新

工場の建屋が完成し、４月より業務用デザート

の生産も始まりました。工場では、従業員に対

する衛生面や安全面に

対しての教育にも力を

入れており、事故が起

こった場合でも、臨機

応変に対応できるよう

に訓練が年に数回行わ

れています。

　「
安
全
で
安
心
し
て
食
べ
て

も
ら
え
る
商
品
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
に
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

製
造
部
に
所
属
し
て
い
る
川
島

松
子
さ
ん
。
業
務
用
の
デ
ザ
ー

ト
の
包
装
工
程
を
担
当
し
て
い

る
川
島
さ
ん
は
、「
包
装
は
工
場

で
の
最
終
工
程
な
の
で
、
異
物

が
混
入
し
て
い
な
い
か
ど
う
か

や
、
基
準
に
満
た
な
い
商
品
な

ど
が
出
荷
さ
れ
な
い
よ
う
厳
し

く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
を
食
べ

る
こ
と
で
お
客
様
に
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
川

島
さ
ん
は
、「
包
装
工
程
の
要
と

な
っ
て
、
お
客
様
が
期
待
す
る

デ
ザ
ー
ト
の
提
供
を
し
て
い
き

ま
す
」
と
笑
顔
で
意
気
込
み
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

味の素冷凍食品㈱関東工場

№６

▲南側正面入り口

▲お話を伺った

 川  島  松  子 さん
かわ しま まつ こ

▲関東工場で生産して

いる製品の一部

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　
４
月
１
日
、
役
場
町
民
ホ
ー

ル
お
よ
び
正
面
玄
関
で
高
齢
者

デ
マ
ン
ド
交
通
「
ほ
ほ
え
み
」
の

出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
ほ

ほ
え
み
」
の
愛
称
を
考
案
し
た

 萩
  原
  和
  子
 さ
ん
も
テ
ー
プ
カ
ッ

は
ぎ
 

わ
ら
 

か
ず
 

こ

ト
に
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
新
た
な
移
動
手

段
と
し
て
活
躍
を
期
待
さ
れ
る

バ
ス
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
材
を
通
し
て
多

く
の
皆
さ
ん
と
接
す
る
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
異
動
に
よ
り
広
報
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
、
貴

重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
２
年
間
…
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　（
貴
）

▲４月から本稼働した新工場には

太陽光パネルも設置されています

▲業務用デザートの

一部


